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管 　理 　建　築　士
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一級建築士事務所登録
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一 級 建 築 士 登 録

長野県　上伊那郡　箕輪町大字中曽根　297-2

第 1 6 8 0 4 5 号
伊　　藤 　　　智

01概~1
上伊Ｅ第6X093号

H28.03

排水(下水)

既 存 物 置

無し

庭 石 移 設

最高軒高

m

その他

最高高さ

階　数

m

基礎

構造形式

増築予定

ラーメン・壁・立体トラス・シェル・折版・その他

SRC造・RC造・PC造・鉄骨造・軽量鉄骨造・CB造・木造・その他

地盤支持(ベタ・布・独立)　　　その他（　　　　　　　　　　）

構造

枕支持（RC杭・PC杭・アースドリル・ベノト・深礎・その他　　）

2.敷地状況

1.工事名称 建設主

防火・準防火・指定なし・特定行政庁の指定地域

新築・増築・別棟増築・改築・改修（大規模の修繕）・室内装飾
工事種別

用途変更（大規模の模様替）・仮設建築・解体・移設・移転

実測

公簿

坪）

坪

工業専用・指定なし

（＝

㎡

住所氏名

㎡

）（＝

都市計画区域内・都市計画区域外・市街化区域・市街化調整区域・特別工業地区・特別用途地区・美観地区・再開発事業地区
地域地区

特別街区・改良地区・文教地区（第　　　種）・風致地区（第　　　種）・高度地区（第　　　種）・駐車場整備地区

国定公園・河川敷・その他

電波伝搬障害防止地区・多雪地区・災害危険地区・緑地地区・土地区画整理事業地区・宅地造成工事規制地域・国立公園

その他の

防火地域

用途地域

工事名称

主要用途

建設地

敷地面積

工期

（地名地番）

日影制限

4.面　　積

・

・

・

容積率

建ぺい率

m

時間内

時間内

平均地盤からの高さ

敷地境界線より10mを超える範囲

敷地境界線より5mを超え10m以内の範囲

基準建ぺい率

基準容積率 ％

％

定 礎 板

可 動 家 具

付 属 備 品

装 飾 物

日 照 影 響

カ ー テ ン

固 定 椅 子

仕 器 備 品

電 話 配 管

電 話 機 器

電 気 時 計

避 雷 針

放 　 送

受 変 電電　気

蓄 電 池

照 明 器 具

動 　 力

電 波 障 害

テ ラ ス

盛 　 土

外 　 灯

広 告 板

看 　 板

解 体 工 事

樹 木 移 設

植 樹 造 園

門 ・ 塀

舗 　 装

広 告 鉄 塔

遊 戯 施 設

騒 　 音

隣 家 補 償

風 　 害

物   干

ネ オ ン

独 立 煙 突

物   置

非 難 器 具

外　　壁

開 口 部

別途含む

工事有

軒　　裏

換 気 扇

沓拭マット・枠

別途

暖 　 房

排 水 通 気

冷 　 房

防災（排煙）

換 　 気

給 　 水

自 家 発 電

給 　 湯

防災（消火栓等）

ガ 　 ス

3.構造・規模

補　償

含む 含む別途

エ レ ベ ー タ

そ の 他

そ の 他 昇 降 機

旗 竿 金 物

面 格 子

換 気 孔

冷暖房換気

路面駐車場

タ ラ ッ プ

手 　 摺

樋

ルーフドレイン

飾 　 枡

敷 地 造 成

し尿浄化槽

撤 去 工 事

解 体 工 事

移 設 工 事

種　　別 備　　考

市水・井水

受水槽　高架水槽

中央・局所

丸 　 環

9.その他

8.外部金物

工事範囲

材質・寸法数 量 防錆・仕上 数 量取 付 場 所

屋　　根7.外部仕上

材 質 ・ 寸 法 取付場所防錆・仕上

エスカレータ

廃水処理装置

ダムウェータ

敷 地 造 成

給排水衛生ガス

火災報知器

テレビ共同聴視

煙感知連動

給水処理装置

衛生器具

護 　 岸

橋 　 梁

埋 設 物 撤 去

工 作 物 移 設

工 作 物 撤 去

整 　 地

防 潮 設 備

擁 　 壁

道 　 路

排 　 水

インターホン

種　　別 備　　考備　　考

在来基礎撤去

工 作 物

外　構

工事有
種　　別

工事有

ブラインド

黒板・掲示板

敷物・マット

電灯コンセント

近隣工作物

ゴンドラ

バーゴラ

麈芥焼却炉

表札板・文字

ポンプ室

埋 　 土

館 名 板

固 定 家 具

郵 便 受 口

厨 房 器 具

汲み取便槽

（B　　　　　　　）（F　

(22条区域)

住居専用（第1種低層）・住居・近隣商業・商業・準工業・工業

5.床面積ほか

＊.別途工事

別図参照

在来建物移設

％

％

％

％
坪

＝

＝

対象面積

㎡

＝ 坪）

）＝ （ ）＝（

㎡

＜

（ ）＝ 坪

㎡

坪 坪

坪

㎡

㎡㎡

）＝ （ ）＝（

許容

（

㎡

＜
許容

合　計申請以外の部分 建ぺい率　　・　　容積率

建築面積

延床面積

申請部分

階　別 申請以外の部分 計

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

申請部分

床面積建築面積

1

2

㎡

㎡

合　　計

1　階

1　階

㎡㎡ 敷地合計 ㎡ ㎡

保　育　園　

〒399-4695　　長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪10298

TEL(0265)79-3111  FAX(0265)79-0230

箕輪町長　白鳥　政徳

着工.平成　　年　月　日 竣工.平成　　年　　月　　日

保育園舎
申請

6.備考 ＊.注意事項

平成27年度　保育施設等長寿命化修繕計画（上古田保育園）

3､248.72

(　軸組工法　)

23.03

21.20

727.90 668.60

20.25

倉庫

20.25

748.15 688.85

688.85

＊.部分解体－本工事に含む

設計概要書

上古田保育園

上古･Ｄ
平成27年度　保育施設等長寿命化修繕工事（上古田保育園）

０１

上伊那郡箕輪町大字中箕輪　6031-3

7.00

6.60

 60.00

200.00

60

200

　748.15

  1 階

1.園舎を使用しながらの工事で在る為、工事用ｽﾍﾟ-ｽ・工事時

　に注意すること

2.北側雨水排水工事施行時には､特に既設ﾄﾚﾝﾁなどに対し十分

　不都合が生じないよう十分な養生をおこなうこと。

　間等に対する制約有り

　よう入念に行うこと

4.特に､園庭部の現況復帰は､復帰後の使用に不都合が生じない

3.職員室上部の既存屋根解体･新規屋根施行時には､雨漏り等

(　雨水排水設備増設　)

＊.部分撤去－本工事に含む

排水(雨水) ＊.本工事に含む



　厚さ　・図示　（工作物下）

棟　数延 面 積建 築 面 積桁　行種　別 構　造 階　数 梁　間建　物　別

２　敷地面積

３　工事種目

　　環境庁告示４６号溶出試験

　六価ｸﾛﾑ溶出試験　　　本工事の前後に次の試験を行う

　　一軸圧縮試験　１試験毎３供試体　　地盤改良層毎２試験　

　品質　所要気乾単位容積質量　　　　1.8ｔ/ｍ3

　改良体　設計基準強度　Ｆｃ＝900Ｎ／㎡　

　［鉄工］・構造物鉄工　

　［鉄筋施工］・鉄筋組立て

　［建築板金］・　内外装板金

　［左官］・左官

　［建具製作］・　木製建具手加工

　［ガラス施工］・　ガラス工事　

　［配管］・　建築配管

　　　　　　　　　・木質系床仕上げ工事作業　　　 ・ボード仕上げ工事作業

　［塗装］・建築塗装

　［サッシ施工］・　ビル用サッシ施工

　［畳製作］・　畳製作

　［タイル張り］・タイル張り

　［防水施工］・シーリング防水工事　・　

　［建築大工］・大工工事

　［とび］・とび

　［型枠施工］・型枠工事　［コンクリート］・コンクリート圧送

  ※適用する　・適用しない

　適用工事種別

　表示　※一級技能士を採用している旨を現場に表示すること。

　　り行うこと。

　　足場の組立て等に関する基準｣の２の(２)手すり据置き方式又は(３)手すり先行専用足場方式によ

　　する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、同ガイドラインの｢手すり先行工法による

　　4月)の｢働きやすい安心感のある足場に関する基準｣に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有

　　足場、その他の２に規定されている｢手すり先行工法等に関するガイドライン(厚生労働省平成21年

　材料　・　

　※発生土の内　外構工事に必要分を利用する。その他は構外搬出適切処理

・構内指示の場所に敷均し　・構内指示の場所に堆積

図示の高さに地ならしを行う

　※図示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・現状ＧＬ

　
４
 
地
業
工
事

　
３
 
土
工
事

・５号・４号

６５程度 １００程度

・２号

２０程度

・１号

１０程度

　　　　　・　

・３号

３５程度

　２　監督員事務所

　３　表示板

　４　設計ＧＬ

　５　工事用水

　６　工事用電力

　１　埋戻し及び盛土

　２　地ならし

　３　残土処分

　※設ける　・設けない

　監督員事務所の規模

　仕上げ　※建築工事共通仕様書２．３．２表による

　表示板の大きさ　※監督員の指示による　・　

　構内既存の施設　・利用可能（※有償　・無償）　・利用不可

　構内既存の施設　・利用可能（※有償　・無償）　・利用不可

　地下室等の埋戻し土の土質　・　

　※根切り発生土　・山砂の類　・　

種別

面積(㎡)

杭地業

　１　一般事項 　試験の実施　・　試験杭　・　試験掘削　・　載荷試験

　設備　　※電灯　※給排水　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

（１．３．４）

（１．３．５）

（３．２．３）

（３．２．４）

（３．２．５）

（４．１．１）

　備品　　※机　・電話　・ロッカー　・その他（　　　　　　　　　　　）

　※建物周囲４ｍ以内　　・工事中使用した敷地全般について　

黒板､暖房機､消火器等

　継手の工法　※アーク溶接　 （４．３．８）

　セメントの種類　※6.3.2による　・高炉セメントＢ種

　ハンマ－種別　※ディ－ゼルハンマ－・ドロップハンマー・油圧ハンマー

　試験杭の放置期間

　サイクル数　・　

　載荷方法　・　

　杭打ち工法　・　メーカー仕様による

・深礎工法　・評価評定を受けた工法

　掘削工法　・ア－スドリル工法　・リバース工法　・オールケーシング工法

　コンクリ－トの種別　・Ａ種　・Ｂ種

　施工精度　水平偏芯　※100mm以内　・　

　先端部形状及び補強　※開放型　・　

　鋼杭の種類及び材質　・　

　埋込み杭工法

　セメントミルク工法

　打撃工法　施工法の種類　・　

　杭頭処理　切断方法　※ダイアモンドカッター　・　

　施工精度　水平偏芯　※D/4(Dは杭径)かつ100mm以内　・　

　埋込み工法　・　埋込み杭工法（拡大根固め工法 杭周固定液有り）・　セメントミルク注入工法

（４．２．３）

（４．５．６）

（４．５．４）

（４．５．１表）

（４．５．３）

メーカー仕様による

（４．４．３）STK490　先端羽根付き鋼管杭

（４．３．５）

（４．３．５）

（４．３．４）

（４．３．10）

（４．３．６）　管理試験　試験回数　４．３．２表　　圧縮強度４．３．４表

（４．２．２）

　・　

　※図示

外径・長さ本数種別

            傾斜　※1/100以内　・　　　　　　　　　・　

　ハンマ－容量　・　

　試験掘削　※１本　・　

　施工業者（　　　　　　　　　）

 ３　鋼杭地業

　　　クリート杭事業

　４　場所打ちコン

　５　杭の載荷試験

　杭打ち試験

杭番号

　打込み工法　・　打撃工法　・　

　施工精度　水平偏芯　※100mm以内、　傾斜　※1/200以内

　計画積載量　・　

　　埋込み杭　※28日以上

　　打込み杭　※砂質土5日以上、粘性土14日以上

　　場所打ちコンクリート杭　※コンクリート強度の設計基準強度以上を確認

　プレボーリングの掘削深さ　・　

　を使用しない理由などを別紙「県外産資材使用報告書」に記入し、監督員に提出すること。

　県内産資材を優先使用するよう努めるとともに、本工事に県外産資材を使用する場合は県内産資材

　　　　　　　　　　　（基礎下）（土間下）

　再生コンクリート塊　※使用する　・使用しない

（４．６．４）　７　捨コンクリ－ト

（４．６．１）

　８　地盤改良 　工法　　　セメント系固化材と改良対象土の攪拌混合による固結工法

　固化材　　セメント系固化材は、発塵仰制型とし監督員の承諾を受ける

　試験施工　本工事に先立ち試験施工を行う

　粗骨材の最大寸法　※25mm（捨コンクリート、防水押えコンクリートの場合）

（６．１６．５）

（６．１６．６）

（６．１６．２）

（６．１６．１）

　打込み　※第９節による　・　

（６．１０．３）

　軽量コンクリート　※６．１０．１表の1種

　※６．１０．１表によるｔ/ｍ3

（６．１０．２）

（６．１０．１）

　　　の予想平均気温とする。
（６．６．１）

（６．11．１）

　５　打込み

　６　軽量コンクリート

　軽量骨材の最大寸法　※15mm　・　

　　ｃｍ以下　　

　７　流動化

　　　コンクリート

　９　水密コンクリート

　10　無筋コンクリート

　８　寒中コンクリート

　流動化剤　・標準形　・遅延形

　所要スランプ　※21ｃｍ以下　・　

　使用箇所　・　

　品質管理試験　※第７節による　・　

　適用　・する

　使用する場所　・　

　所要スランプ　・　

　工事報告書の様式　※監督員の承諾する書式　

　出隅部分の面取り材　※面取り材あり　

　せき板の種類　※Ｂ種　下記の表

　設計基準強度　※18N/mm2　　・　16N/mm2

使用箇所種別

　・複合合板

　・その他（　　　　　）

　11　型　枠

　12　型枠施工

　13　型枠の存置期間

　・　B種

　スラブ下及び梁下のせき板　※支保工を取り外した後に取り外す

　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ

　14　床型枠用鋼製 　材質、形状及び寸法　　※監督員の承諾による

　錆止め塗装の種別　

　普通ボルト　ボルト及びナットの材料等　※７．２．３表による　・　

・SM400A,B,C　・SM490A,B,C　・SM490YA,YB　・SM520B,C

・SMA400AW,AP,BW,BP,CW,CP　・SMA490AW,AP,BW,BP,CW,CP

（７．６．７）

（７．３．１１）

（７．３．４）

（JASS 6）付則６

（７．２．３）

（７．３．３）

Ｍ
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種類の記号

（７．２．１）

（７．１．３）

（７．１．４）

（７．２．２）

（７．２．４）

（７．２．６）

（７．２．７）

（７．２．８）

（７．２．５）

　１　一般事項

　２　材　料

　　・監督員の承諾する加工工場

　施工管理技術者　・設置する（・１級　・２級）

　床書き原寸図　・作成する

　高力ボルト及び普通ボルトのゲージ、ピッチ、ヘリあき等

　種類の記号

　　・　図示

　鉄骨製作工場

※　建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として

　 認可を受けた㈱日本鉄骨評価センター又は(社)全国鉄構工業協会の「鉄骨製作

   を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

 　工場の性能評価基準」に定める　（　　）グレードとして国土交通大臣から認定

　　床型枠用鋼製　製造所名（　　　　　　　　　　　　　　）

　溶接材料　溶接棒、ワイヤ、フラックス及びガス以外の材料・図示　

　　アンカーボルト及びアンカーフレームの形状及び寸法　　・図示

　構造用アンカーボルト ※ SNR400、建方用アンカーボルト ※ SS400

　　　　鉄骨精度検査基準　付表３　溶接」による。

　　　　　　　　　　検査水準　※第６水準　・　

（７．４．２）

（７．４．６）

（７．４．７）

（７．６．３）

（７．６．４）

（７．６．11）

（７．７．８）

　　　※デッキプレートを鉄骨部材に密着させ、アークスポット又は隅肉溶接

（７．８．３）

　　　※建方用アンカーボルトは７．10．１表による　・　

（７．９．２）

（７．10．３）

　７　錆止め塗装

　６　スタッド溶接及び

　　デッキプレート溶接

　８　耐火被覆

　９　工事現場施工

　　すべり係数試験の実施、試験の方法、試験片の摩擦面の状態

　締付け　ボルトの長さが呼び径の５倍を超える場合の回転量

　溶接施工　見隠れとなるエンドタブで疲労を考慮する必要がある部分

　・隅肉溶接部の余盛の高さ

　溶接の試験　完全溶込み溶接部の超音波深傷試験　・適用する

　放射線試験及びエンドタブを用いたマクロ試験　・実施する　

　デッキプレートの溶接

　　鉄骨部材に接合する場合の工法

　　合成スラブとして使用　※焼抜き溶接　・　

　　ＳＲＣ造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内面　・　

　　耐火被覆材の接着する面　・　

　　耐火被覆材の接着する面への塗装　・　

　耐火被覆材の種別及び性能　・　

　アンカーボルト等の設置：メーカー仕様による

　　建方用アンカーボルト又は構造用アンカーボルト　・適用する

　　アンカーボルトの保持及び埋込み工法

　　工場溶接の場合　平均出検品質限界（AOQL）　　　※4.0％　・2.5％

　　工場現場溶接の場合　平均出検品質限界（AOQL）　※4.0％　・2.5％

　　※（社）日本建築学会「建築工事標準仕様書６鉄骨工事（JASS 6）付則６

　　　鉄骨設計標準図　　　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

　　※建築工事標準詳細図　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

　　※公共住宅標準詳細設計図集　国土交通省住宅局住宅建設課監修（最新版）

・及び※に○印を付した場合は、両方のものを適用する。

・に○印がない場合は、※印のものを適用する。

設計図に図示した範囲とする。

　
２
 
仮
設
工
事

　　※完成写真　※完成図　　※管理用書類

　※作成する　・　

　
１
一
般
共
通
事
項

　　　取合い

　６　設備工事との

　７　完成図その他

　※図示した鉄筋コンクリート部の補強を要する貫通孔、開口部の型枠及び

　　それらの補強（ただし墨出しは除く）

　　及びそれらの補強（ただし墨だしは除く）

　※自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及びそれらの補強

　　※保守管理手引　※一般工事書類　※工事写真　※その他

　作成要領及び作成部数等については、監督員の指示による

　※駆動装置が電動による建具類の２次配線及びそれらの操作スイッチ

　　　　　　濃度測定

　８　化学物質の室内

　１　足場、その他

　測定方法　※住宅性能表示制度に基づく測定方法（バッジ法）

　※定置する足場、桟橋、リフト等の設置は建築工事とする。

　測定物質　※ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ､ ﾄﾙｴﾝ､ ｷｼﾚﾝ､ ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ､ ｽﾁﾚﾝ

　４　工事範囲

Ⅱ　建築工事特記仕様書

　２　特記仕様書の適用は、次のとおりとする。

　　 (1)　項　　目　・に○印を付したものを適用する。

　　 (2)　特記事項　・に○印を付したものを適用する。

 　　　　　各章に対応した番号、表、図を示す。

　１　設計図書

　２　技能士

　※建築工事特記仕様書

　※設計図（標準図以外のもの）

　※設計図（標準図）

　章 　　　項　　　目

　１　設計図及び特記仕様書に記載されていない事項は、原則として

　 　(3)　特記事項欄の（　）内数字は、公共住宅建設工事共通仕様書の

 　　(4)　製造所名の株式会社等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

　　　　　　　　　　　　特　　　記　　　事　　　項

　※現場説明書、追加説明書及び質疑応答書

　※公共住宅建設工事共通仕様書・別冊「部品及び機器の品質・性能基準」

　　　　　　　　　　　　国土交通省住宅局住宅総合整備課監修（最新版）

　※建築工事共通仕様書　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

（１．２．14　総則）

　３　建築材料等

　同等以上とする。

　　　の処理

　５　解体材、発生材等

　４　特別な材料の工法

　※場外搬出適正処理

　・発注者に引き渡しを要するもの

　の指定工法による。

　監督員の承諾を受ける。

　又は同等品とする。

　　成分として含まないこと。

　クロルポリピス対策

　ＶＯＣ対策

　・特別管理産業廃棄物

　・現場再利用を図るもの

　・再生資源の利用を図るもの

　・有　・無

　（・　　　　　　　　　　　　　　　）

　※発生土　・建設汚泥

　※アスファルト塊　　　・建設汚泥

　※コンクリート塊　　　・混合副産物

　※発生木材

　・非飛散性アスベスト建材の処分については監督員の指示による。

　　公共住宅建設工事共通仕様書に記載されていない特別な工法は、当該製品

　　建築材料の製造所、製品及び施工業者等は、特記されたもの又はこれらと

　　ただし、同等以上とする場合は、公共住宅建設工事共通仕様書・別冊

　「部品及び機器の品質・性能基準」の基準以上の性能を有するものとし、

　　木材で県産材と指定したものは、信州木材認証センターで認証した製品

　特定建材を使用する場合は全てＦ☆☆☆☆とし、その他現場で使用する

　　特定建材については、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン、

　接着剤、塗料については原則としてＦ☆☆☆☆とする。

　を発散しないか、発散が極めて少ないものを使用し、材料承認の際には

　安全データシート等を監督員に提出する。

　建築工事と電気設備工事又は機械設備工事が別契約の場合における工事区分

　図示した軽量鉄骨天井下地、壁ボード類の下地の補強を要する箇所の切込み

（１．３．１）

（１．８．４総則）

　［内装仕上施工］・プラスチック系床仕上工事作業　・　鋼製下地工事

　２　既製コンクリート

　測定箇所　※１棟－１室

　　　「公共住宅建設工事共通仕様書（最新版）」「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（最新版）」による。

（１．１．３建築）

　※工事で設置する足場については、、｢公共住宅建設工事共通仕様書(平成25年度版)｣の総則編1.3.1

（６．14．２）

（６．14．３）

（６．８．３）

　・18 Fc(N/mm2) 　土間、捨てコンクリート

　水セメント比　※６０％以下　・５５％以下　・５０％以下　

　・24Fc(N/mm2)

　設計地耐力　Fe=30KN/㎡

　根切り底にて１ヶ所最大荷重90KN　支持層は玉石まじり砂礫層　９　平板載荷試験

位置

　構造体強度補正値(Ｓ)　※６．４．１表による

　スランプ　※６．２．１表による　・　

　・21 Fc(N/mm2)

　空気量　　　　※４．５　

　　※地元気象台の最近10年間の平均気温を、コンクリート打設後28日目まで

（６．２．５）

径（ｍｍ）

（５．２．１）
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監督員に提出すること。

　※19以上　・　

　※16以下　・　

種別

・SD345 

・SD295A

・SD295B

類別鉄筋

　１　材料 　鉄筋の種類

　※JIS G 3112規格品

　・JIS G 3112規格品

（鉄筋コンクリート用棒綱）

Fc(N/mm2)

　　　混合セメントのＡ種のいずれか

　１　一般事項

　２　コンクリート

　　　の材料 　セメント

　設計基準強度

　普通及び軽量コンクリート

　　　セメント又は　JIS R 5211（高炉セメント）、若しくは　JIS R 5212

（シリカセメント）及び　JIS R 5213（フライアッシュセメント）による

　　※JIS R 5210（ポルトランドセメント）による普通及び早強ポルトランド

適用箇所

　　※JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）による規格品

　県内産資材を使用しない理由などを別紙「県外産資材使用報告書」に記入し、

　県内産資材を優先使用するよう努めるとともに、本工事に県外産資材を使用する場合は

　※異形鉄筋棒綱 （鉄筋コンクリート用再生棒綱）

　　　の品質

　３　コンクリート

　４　調合一般

　単位水量　※185kg/ｍ3以下　・　

　気乾単位容積質量　※２.３ｔ/ｍ3

　骨材　アルカリシリカ反応　※区分Ａ　・区分Ｂ

　混和剤　※　JIS A 6204　によるＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水材とする

・BCR295

・SS400　・SS490　・SS540

・SSC400

・SNR400A,B　・SNR490B

・SWH400　・SWH400L

・STK400　・STK490

・STKR400　・STKR490

・STKN400W　・STKN400B　・STKN490

・SN400A,B,C　・SN490B,C

・建築基準法に基づき指定又は認定を受けた鋼材

　３　工作一般

　JIS G 3101

　JIS G 3106

　JIS G 3114

　JIS G 3136

　JIS G 3138

　JIS G 3350

　JIS G 3353

　JIS G 3444

　JIS G 3466

　JIS G 3475

 　規格番号

　鋼材の断面形状及び寸法　※図示　・　

　上記以外の鋼材の断面形状及び寸法　※図示　・　

　高力ボルト　・適用する

　アンカーボルト

　ターンバックル

　　ターンバックル胴　※割枠式　・　　

　　ターンバックルボルト　※羽子板ボルト　・　

　デッキプレート

　　合成スラブ用　材質、形状及び寸法　・　

　柱底均しモルタル

　　無収縮モルタルとする場合のセメント　※JIS R5210

　製作精度

　　ボルトの径　・　Ｍ２０　Ｍ１６　・図示

　　ボルトの径　・　Ｍ１２　・図示

　　上記以外　材質、形状及び寸法　・図示　

　　構造床用　材質、形状及び寸法　・図示　

　　(ポルトランドセメント）　

　ボルト及びナットのねじの種類等 ※ 表7.2.4

　　※（社）日本建築学会「建築工事標準仕様書６鉄骨工事

　　　・ 120°(12φ以下は60°)

　　　・ JIS B 118695 に準じて実施　

　４　高力ボルト接合

　５　溶接接合

　仮組　仮組の実施　・　

　摩擦面の性能及び処理

　高力ボルトの締付け施工法確認試験　・実施する

　技量付加試験（技能資格者）　・実施する

　開先の形状　※監督員の承諾による

　・完全溶込み溶接部の余盛の高さ

　・部分溶込み溶接部の余盛の高さ

　　　　鉄骨精度検査基準」による。

　ﾌﾞﾛｯｸ端部補強コンクリート

（５．３．１）　２　加工及び組立て 　鉄筋の継手　※５．３．１表による　・ガス圧接継手　・特殊な鉄筋継手

　圧接装置　　・自動ガス圧接 （５．４．５）　３　ガス圧接
（５．４．８）　圧接完了後の検査　※超音波探傷試験　・引張試験

（５．５．１）　４　特殊な鉄筋継手 　種別　・　

　施工箇所　・　

　認定又は評定条件　・　

（５．５．４）　検査方法及び判断基準　・　

（５．５．１）　５　あと施工アンカー 　ケミカルアンカーD13用　継手長さ40d

　引き抜き試験を　・行う（試験方法は公共建築改修工事標準仕様書による）

　　　　　　　　　・行わない

（６. １. １）

（６．３．１）

（６．３．２）

（６．３．２）

（６．２．４）

（６．３．２）

（６．３．２）

（６．３．２）

１　工事場所

Ⅰ　工事概要

※建築物解体工事共通仕様書・同解説 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

管 　理 　建　築　士

ＴＩＴＬＥ

TEL (0265)79－0797 ・  FAX (0265)79－0533

一級建築士事務所登録
ＩＴＥＭＭＥＭＯＲＡＮＤＵＭ ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．ＤＲＡＷＩＮＧＣＨＥＣＫＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ

一 級 建 築 士 登 録

長野県　上伊那郡　箕輪町大字中曽根　297-2

第 1 6 8 0 4 5 号
伊　　藤 　　　智

02特Ⅰ~1
上伊Ｅ第6X093号

H28.03建築特記仕様書－Ⅰ

上古田保育園

上古･Ｄ ０２

建築工事特記仕様書

平成27年度　保育施設等長寿命化修繕工事（上古田保育園）

平成27年度　保育施設等長寿命化修繕工事（上古田保育園）
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※ﾌﾗｯﾄ35対応　木造住宅工事仕様書　　　　　　住宅金融支援機構(最新版)

　提出先　箕輪町

　６　砂利・砕石地業

　厚さ　・150mm　・　図示

　厚さ　※30mm　（基礎下）

※別紙･構造設計標準仕様書優先

※別紙･構造設計標準仕様書

　優先

※別紙･構造設計標準仕様書優先



・形状　平儀星丁番（リング入）

　・丁番（ふすまを除く）　ＪＩＳ Ａ １５１０-２

　　　断熱　※有（・Ｓ型　・１型　・２型　・３型　４型）

　４　パーライト
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             ワニス塗り

　４　建具用金物

　５　ガラス

　１ 合成樹脂調合

　   塗り

　３ 合成樹脂エマルシ

　２ クリヤラッカー

　  ョンペイント塗り

　６ 高耐久性塗料

　　 オイルステイン

　　　    ワニス塗り

　５ ウレタン樹脂

　４ オイルステイン塗り

　１　一般事項

　７ 保証書

　３　厚付け仕上塗材

　２　薄付け仕上塗材

　４　複層仕上塗材

     　 ペイント塗り

・12mm

　　　仕様　※ＢＬ部品 （ ※Ⅰ　・Ⅰ-S　・Ⅱ　・Ⅱ-Ｄ ）又は同等品

　保証書　　※引渡し日から３年間の保証書（塗装業者.請負業者連名）を提出する。

＜図集Ｅ-１０３＞

　　・熱線吸収網入　（・網入磨き　・線入磨き　・網入型　・線入型）　　

　　・熱線吸収フロート

　　　　　　・ロータリーディスクシリンダー錠同等品

　　　断熱　※有（・Ｓ型　・１型　・２型　・３型　・４型）

　　　材質.仕上　・　　　　　　　　　 形状.寸法　

　　　材質.仕上　・　　　　　　　　　 形状.寸法　

　　　材質.仕上　・　　　　　　　　　 形状.寸法　

＜図集Ｉ-８０５-Ｃ＞

　 　

　　　部材種別　※Ⅰ型　・Ⅱ型 

　　　周囲縁の仕上 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・Ｅ種 ・Ｆ種

　　　規格　※サムターン付シリンダー面付箱錠　・シリンダー彫込箱錠

　　　　　　・玄関ドア用錠前を交換用予備品として　　セット納入する　

　　　仕様　※ＢＬ部品又は同等品

　　　　　　マスターキー　　・作成する　　・作成しない

　　　　　　コンストラクションキー装置　　・設置する　・設置しない　

　・フロアヒンジ　※ＪＩＳ Ａ１５１０-３による　・　　

　　　　　　　　　　　　遮へい性　　　・　　　　耐久性区分　　・　

　　　　　　　　　　・シーリング材

　　　　　　　　　　　　耐久性区分　　・Ⅲ類

　　　　　　　　　　　　空気層の厚さ　・ 

（１７.４.１）

（１４.６.１）

（１４.６.２）

（１４.６.５）

　　　材料の表面処理の種別

　４　雑金物

　・タラップ

　・ノンスリップ

　・床目地棒　材質　・　　形状　・　　寸法　

　・カーテンレール（ＪＩＳ Ａ ４８０２）の材種及び形状　

　　　材料の種別　※ステンレス製　　　　　　　　　　・　

　　　　※亜鉛めっきは１４.２.１表の溶融亜鉛めっき

　　　材種　※ステンレス製　　・　

　　　形状.寸法　

（１５.２.４）

（１５.２.２）

（１５.２.５）

（１５.５.１）

（１５.５.２）

（１５.６.１）

（１５.６.２）

　１　一般事項

　２　モルタル塗り

　適用箇所　 

　３　防水モルタル塗り

　　　モルタル塗り

　５　高分子エマルジョン

　　　入りモルタル塗り

　工法　既製目地材　・使用する

　適用　・する　　・しない

　せっこうプラスター塗りが下地となる仕上げ　

　材料　塩分含有量　※ＮａＣｌ換算０.０４％以下

　材料.調合　※パーライトの製造所の仕様とする。

　材料.調合　※製造所の仕様とする。

　　住宅用建具標準仕様書　平成19年版」による。

　・量産ふすま　

　※特記以外の仕様（材料及び金物他）は長野県建具協同組合の「長野県型 

　・玄関ドア用錠前

　・ドアクローザー

　・鍵　　　扉１箇所につき　※３本１組　　・　

　ガラス厚さ　※図示　・　

　・フロート板ガラス

　・網入板ガラス　・網入型　・網入磨き

　・線入板ガラス　・線入型　・線入磨き　

　・強化ガラス　　・フロート強化　・型板強化

　・熱線吸収板ガラス　　色調（・グレー　・ブルー　・ブロンズ）　　

　・熱線反射ガラス　　　色調　　　　　・グレー　・ブルー　・ブロンズ　　

　ガラスのはめ込みに用いる弾性シーリング

　アルミニウム製　　※ガスケット　（ただしＦＩＸ部はシーリング材）

　鋼製　　　　　　　※シーリング材　・パテ１種

　ステンレス製　　　※シーリング材　・パテ１種

　ガスケット　※防かび性なし　・防かび性あり　　

　・複層ガラス　　　　　種類　　　　　・ 図示

　・合わせガラス　・フロート合わせ　・型板合わせ　・網入り合わせ

　塗り工程　・１７.４.１表　・１７.４.２表　・１７.４.３表

　　※専用の二液性エポシキシーラー等を用いる

　　　　　　 目止め.着色.着色目止め　・行う

　　　　　 ・２液形ポリウレタ ンワニス塗り      （１７.８.２表）

　　　　　　 目止め.着色.着色目止め　・行う

　　・２回吹き（１８.２.１表）　・１回吹き（１８.２.２表）

（１８.３.１）

（１８.３.２）

（１７.５.１）

（１７.６.１）

（１７.８.１）

（１７.７.１）

（１８.１.４）

（１８.２.１）

（１８.１.６）

（１８.１.２）

　　・ゆず肌模様仕上げ　・凹凸模様仕上げ　・凸部処理仕上げ

（１８.４.１）

（１８.４.２）

（１６.１.３）

（１６.３.１）

　１　防火戸

　２　金属製建具 　・玄関ドア

　・パイプシャフトドア

　　　仕様　※ＢＬ部品又はBL部品に準ずる。

　３ 木製建具・その他

　・出窓ユニット

　・ステンレスサッシ

　・シャッター

　※建築基準法に基づく認定を受けたものとする。

　　　仕様　※ＢＬ部品（※Ｂ型　・Ａ型）又はBL部品に準ずる。

　　　仕様　※ＢＬ部品Ｂ型（※２００型　・２８０型）又はBL部品に準ずる。

　　　仕様　※ＢＬ部品Ｃ型（※２８０型　・　　　　）又は同等品

　　　材質.仕上　・　　　　　　　　　 形状.寸法　

　枠周囲モルタル詰　構造スリットと取り合う場所はモルタル詰めとする。　

　・内装ドア（・リーフ　・ユニット（枠付き））

　　　形状、寸法、表面仕上げ、色彩等は図示による　

　・アルミ普通サッシ（・シルバー　・　　　　）

　・アルミ防音サッシ（・　　　　　・　　　　）

　・アルミ断熱型サッシ（・シルバー　・　　　　）

　　身体障害者向け住戸のドア下の隙間処理　・　

　　　部材種別　※Ⅰ型　・Ⅱ型 

　・クロゼットドア

　・紙張り障子

　・和ふすま

　　　材質、形状、寸法、仕上げ等は図示による　

　　　用材樹種　　　※スプルース良材　・杉

　　　上下桟、縦かまち及び組子の形状並びに組子の本数　※図示による（建具表）

　　　周囲縁の仕上 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・Ｅ種 ・Ｆ種

　施工業者　※日本塗装工業会の会員　・監督員の承諾する塗装業者

　・セメント系厚付け仕上塗材（Ｃ）工程

　　下塗り　　　　　・有　・無　　上塗り　　　　　・有　・無

　　凸部処理仕上げ　・有　・無

　・合成エマルション系厚付け仕上塗材（Ｅ）工程

　　下塗り　　　　　・有　・無　　上塗り　　　　　・有　・無

　　凸部処理仕上げ　・有　・無

　・ポリマーセメント系複層仕上塗材（ＣＥ）工程

　　・ゆず肌模様仕上げ　・凹凸模様仕上げ　・凸部処理仕上げ

　塗り工程　種別　※Ｂ種

　　　　　　　　　・Ａ種（目止めと着色を兼用する場合　　　　　　　　）

　塗り工程　・１７.６.１表

　セメントけい酸カルシウム板等の下塗りに先立つ工程

　塗り工程　・１７.７.１表

　塗り工程 ・１液形油変形ポリウレタ ンワニス塗り（１７.８.１表）

　材料　ＪＩＳ Ｋ ５６５８（建築用フッ素樹脂塗料）

　工法　・　　　　　　　　塗り工程　

　・薄塗材Ｅ仕上げ工程

　・合成樹脂エマルション系複層仕上塗材（Ｅ）工程

　複層仕上塗材の上塗り材　　※　

　下地処理シーリング用材料　※ＰＵ－２　（９.６.１表）・　

　防火材料の指定　　　　　　※建築基準法に基づく認定　

　　　　Ｌ型引き金物付きタイル

　　　　役物の使用　・　有

　　　　　　　仕上げの種類　※粗磨き　・　

　　　　　・せっき質　２２７×６０　　　・　せっき質（段鼻タイル）

　　　　既製調合モルタルの製品製造所名（　　　　　　　　　）

　　　　雨がかりとなるまぐさ等の下端出隅部　・　適用する

　　　張り
　１　テラゾブロック

　２　敷石及び階段石

　３　テラゾタイル張り

　１　材料・工法

（８.３.２）

（８.３.３）

（８.２.４）８.２.２表

（７.１２.５）

（７.１０.３）

　材料　種石の種類　※大理石　・　

　材料その他　石（ＪＩＳ Ａ ５００３）の品質　※２等品　・　

　材料　種類、形状、寸法　

　材料　タイル（ＪＩＳ Ａ ５２０９）のきじの質、形状、寸法

　　　　縮調整目地の位置　　※ 外壁は１１.１.１表による　・　

　　　　※幅１０ｍｍ以上、深さ７ｍｍ以上、材料はＪＩＳ Ａ ５７５８による

　　　　コンクリート素地面ＭＣＲ工法　・適用する

　　　　※既製調合モルタルの製品製造所名（　　　　　　　　　　　）

　　　　・タイルシート法　・目地ます法　・桟木法

　　　　・磁器質　・せっ器質（吸水率３％未満）　　役物の使用　・　有

　　　床の間、固定棚板、カウンター類で、床板、棚板等が巾木なしで

　　　壁付きとなる場合　※雑巾ずりを止め付ける　・　　

　（モルタル下地工法）

　２　在来工法

　３　直張り工法

　　　先付け工法

　４　タイル型枠

（８.２.７）

（８.２.２）

（８.２.４）

（８.２.５）

８.２.２表

（８.４.１）

（９.１.３）

　１　一般事項

　１　一般事項（９.２.２）

（９.２.３）

　施工業者の選定

　　施工実績は経験年数で示す。その必要年数　※5年とする　・　

　施工一般

　施工　伸縮調整目地用シーリングの目地寸法及びシーリング材料

　材料　タイルの張付けモルタル　※既製調合モルタル

　タイル型枠先付けの種別

　材料　タイル（ＪＩＳ Ａ ５２０９）のきじの質

　先付け面のせき板　　※Ｂ種　　・　金属製タイル先付け用パネル

　床捨張り用合板

　防腐処理　・種類　　　・品質　

　押入れ物入れ等

　防蟻処理　・　地面から高さ1ｍ以内の外壁軸組

　　　・ １２０°（１２φ以下は６０°）

　　　　鉄筋の種別　※ＳＤ２９５Ａ　・　

　10　溶融亜鉛めっき

　　　工法

　１　補強コンクリート

　　　ブロック積み

　　　（非耐力壁）

　　柱底モルタルの厚さ　※３０ｍｍ程度　

　配筋　・壁　※８.３.２表による　・　　

　　柱底モルタル工法の種別　※Ｂ種　・　

　　　　壁　※８.３.２表による　・　　

　２　補強コンクリート

　　　ブロック積み

　　　（耐力壁）

　３　れんが積み

　４　ＡＬＣパネル

　１　一般事項

　２　屋根アスファルト

　工法　普通れんが積み　※半枚積み　・　

　パネル（ＪＩＳ Ａ ５４１６）の種類　・　　

　鉄筋の加工及び組立

　　　　　※合成繊維ルーフィング　・　

　　　　絶縁用シート　・適用する

　３ アスファルト防水

　断熱材の材質及び厚さ　

　防水層保護

　排水溝の位置形状寸法　※図示

　アスファルト防水の種別　・　　

　　　　　　　　　防水

　　溶接技術者、溶接条件、溶接部の検査、補正等の溶接監理

　　　※５節による　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　ボルトの長さが呼び径の５倍を超える場合の回転量　・　

　充填用、まぐさ等に使用するコンクリートの調合

　　レディーミクストコンクリートを使用する場合の設計基準強度　・　

　上記以外の箇所に使用するコンクリートの設計基準強度　・　

　　　　・まぐさ　※８.１.２図及び８.１.３図による　・　　

　ブロック積み　ブロック塀のブロックの厚さ

　　　　・塀の高さが２ｍを超える　※１５０ｍｍ　・　　

　充填用、まぐさ等に使用するコンクリートの調合

　上記以外の箇所に使用するコンクリートの設計基準強度　・　

　材料　普通れんが　（ＪＩＳ Ｒ １２５０）の種類　※２種　・　　

　　　　・塀の高さが２ｍ以下　　　※１２０ｍｍ　・　　

　材料　ブロック（ＪＩＳ Ａ ５４０６ Ｃ種普通）の厚さ　・１５０

　材料　アスファルト（ＪＩＳ Ｋ ２２０７）　※３種　・　

　　　　アスファルトルーフィング（ＪＩＳ Ａ ６００５）

　　　　　※アスファルトルーフィング１５００　・　

　　　　網状アスファルトルーフィング（ＪＩＳ Ａ ６０１２）

　　レディーミクストコンクリートを使用する場合の設計基準強度　・　

　　　　まぐさ　※８.２.２図８.２.３表による　・　　

　屋根アスファルト防水工法　・アスファルト防水

　　　　　　　　　　　　　　・改質アスファルト防水

　　※ＪＩＳ Ａ ９５１１（発泡プラスチック保温材）による

　　　押出法ポリスチレンフォーム３種ｂのスキン層付き

　保護コンクリート　※溶接金網を敷込む　

　　　　　　　　　　※鉄線径６ｍｍ網目寸法１００ｍｍ

　保護コンクリート　厚み（　　　　　）ｍｍ

　立上がり保護　　　アルミ製金物の形状・寸法　・　図示

　　置屋根の柱脚及びブレース　※　防振ゴムパッド、パッキン　　

　材料　ブロックの種類及び厚さ　・ Ｂ種　　　・１００　

　鋼板の厚さ　※０.４ｍｍ　・　

　　　　　　　※２５０ｍｍ程度　　 ・　　　　

　　　　　　　　止付け釘は座付きで、長さ１９ｍｍ程度

　断熱材の取付け位置   ・図示する　　・　　

・アルミ押出成型品　　・ＳＵＳ３０４ＨＬ管

　２　長尺金属板葺

　３　化粧スレート葺

　　  及び厚形スレート葺

（９.３.３）

（９.５.３）

　５　とい

　１　表面処理

　４　保証書

　　雪止めの材料及び工法　・（　　　　　　　　）　・図示する

　工法　葺板、軒先包み板類の通し付け子又は通し吊子による留付け間隔

　材料　留付け用釘　※ステンレス製　・　　　

　材料 溶融５５％アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯

　工法　　　・専門工事業者の仕様　　・　　　　

　材料 といその他の材種

　硬質塩化ビニル管といの工法　　継手　※冷間接合、接着剤固定

　鋼管製といの工法　　防露　※１３.５.５表による　・　

　保温筒の厚さ　※２０ｍｍ　・ＪＩＳ Ａ９５０４又はＪＩＳ Ａ９５１１

　亜鉛めっき

　　屋外鉄部　※鋳鉄を除き亜鉛めっきを行う　処理方法１４.２.１表

　※引渡し日から１０年間の保証書を提出する。（メーカー.施工業者.請負者連名）

　　　※１４.４.１表による（・６５形　・９０形）　・　

　屋内　※１９形　・薄型　　　　屋外　※２５形　・　

　工法　屋外の軒天井.ピロティー天井等の補強を行う。

　２　軽量鉄骨壁下地

　３　軽量鉄骨天井下地

　　鉄骨階段.高架水槽架台.　等の鉄骨部分　・　図示

　ステンレスの表面仕上げ　ＪＩＳ Ｇ ４３０５ 　※ヘアライン

　材料　スタッド、ランナー等の種類

　材料　野縁等の種類（１４.５.１表）

　　鉄鋼の亜鉛めっきの類別　

　　　　・熱可逆性エラストマー系シート

　　　　　シート防水

　５　シート防水

　４　改質アスファルト

　６　塗膜防水

　種別

　　適用　・緩衝工法　　・密着工法

　　　　　※ＰＵ－２　・　

　７　シーリング

　８　ステンレス防水

　トレンチピット等に使用する塗膜防水

　接着性試験 ・ 適用する（※簡易接着性試験 ・引張接着性試験） ・ 適用しない

　シーリング材の充填箇所　・　

 １０　保証書
　　 （シーリングﾞを除く）

　　工法　※製造所の仕様による　・　　

　９　屋根葺材

　改質アスファルトシート防水の種別　※トーチ工法

　材料　改質アスファルトシート（ＪＩＳ Ａ ６０１３）　　・　

　　　　屋根保護防水層　※非露出単層用Ｒ種　厚さ３.５ｍｍ以上

　　　　屋根露出防水層　※露出単層用Ｒ種　　厚さ４.０ｍｍ以上

　　　　・密着工法　　・機械的固定工法

　　　　・加硫ゴム系シート張り　　・塩化ビニル樹脂系シート張り

　　　　　※屋根外断熱保護防水層　※フラットヤーンクロス７０ｇ／ｍ２

　　　　防水押さえアルミ金物の寸法　　※図示

　材料　ルーフィングシート（ＪＩＳ Ａ ６００８）の種類及び厚さ※図示　

　　　　絶縁用シート　※発泡ポリエチレンシート　

　増張り　加硫ゴム系シート・増張り適用する

　ウレタン系塗膜防水　工程種別　※９.５.１表による

　　緩衝工法における脱気装置の材質及び設置数量　・図示　

　ゴムアスファルト系塗膜防水　工程種別　※９.５.２表による

　　適用　・密着工法（１）　　・密着工法（２）

　密着工法（２）における保護層を設ける場合　・図示　

　　　※ウレタンゴム1類又は無機質系塗膜防水　・　

　絶縁シートの材質　※発泡ポリエチレンシート　・　

　　製造所名（　　　　　　　　　　）、種類　・　

　材料、工法　・屋根葺き用化粧スレート　・セメント瓦

　下葺材　アスファルトルーフィング９４０

　材料、工法　※ステンレス（ＳＵＳ３０４　厚０.４ 無着色）　シーム溶接工法

　※引渡し日から１０年間の保証書（メーカー､施工業者､請負業者連名）を提出する。

　　　　　※屋根保護防水層　※ポリエチレンフィルム１５ｍｍ

　　屋根葺き材、断熱材、防水立ち上がり等の納まり　※図示する

　　　 ※ＪＩＳ Ｇ ３３１２の屋根用コイル ・ＪＩＳ Ｇ ３３２２の屋根用コイル

　　　 ・ＪＩＳ Ｇ ３３１７・ＪＩＳＧ３３１８・ＪＩＳＫ６７４４のＳＧのＡ種

　下葺材料　　※ＪＩＳ Ａ ６００５によるアスファルトルーフィング９４０

（１３.１.３）

（１３.２.３）

（１３.３.２）

（１３.５.２）

（１０.２.１）

（１０.５.１）

（１０.２.１）

（１１.２.１）

　工法の種別　・モルタル下地工法　・直張り工法　・タイル型枠先付け工法

（１１.３.３）

（１１.４.２）

（１１.４.３）

（１２.２.８）

（１２.２.３）

（１２.２.４）

（１２.２.７）

（１２.３.４）

（１３.１.４）

（１３.３.３）

　下葺材料　※ＩＪＳ Ａ ６００５によるアスファルトルーフィング９４０

　　※配管用鋼管（ＪＩＳＧ３４５２）・硬質塩化ビニル管（ＪＩＳＫ６７４１）

（１３.５.５）

（１３.５.３）

（１４.２.１）

（１４.２.２）

　アルミニウム.アルミニウム合金の表面処理　ＪＩＳ Ｈ ８６０２ ※ Ｂ種

（１４.４.２）

（１４.５.２）

（１４.５.３）

　屋根防水等の種別　・　　　ステンレスシート防水

　その他の金物

＜図集Ｅ-７１１＞

　適用　・する　　　　　　　　・しない

　県産材を使用する　使用カ所　・図示

　　　　見えがかりとなる構造材（ＪＡＳ）の等級 ※上小節　・　

　木材　構造材（ＪＡＳ）の等級 ※２級　・　特一等材 （１２.２.１）

　 とい受け金物

　　※鋼製亜鉛めっき品により、１３.４.２表及び１３.４.３表による

　　・塗装　溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板

・材質　ステンレス製

6mm

　　　引手　※合成樹脂製（※丸型　・角型）　・鋼製（・丸型　・角）

　　　　造作材（ＪＡＳ）の等級 ※上小節　

　集成材　・県産材（構造材）　・南方産樹種の製材を使用する。

　　　　樹種；県産材認証品　土台、大引－桧　その他－杉　・　

　・ 室名札　　　　　　　　　・掲示板（・屋内　・屋外）　

　材種　・　アルミ枠　

　　　形状　・　平付け　　　　　形状　・　平付け　

　　　寸法　・　図示　　　　　　寸法　・　図示

　　　

・　210ｘ115　

　・戸先錠　・召合わせ錠

　　　材種　・　アルミ枠

　１０ ワックス

　・鋼製建具

　　　　　　　　・特記外は公共建築工事標準仕様書１６.３.１～１６.３.６による。

　・耐熱強化ガラス　　　特定防火設備認定品 

　・型板ガラス

　・防水形複層塗材Ｅ工程

　　・ゆず肌模様仕上げ　・凹凸模様仕上げ　・凸部処理仕上げ

　　・ 耐候形 ３種　　　増塗を行う

水系ウレタン樹脂塗り材

　　・特記外は公共建築工事標準仕様書１５.５.６（ｒ）による。

　内部木部　生地仕上げ部分に汚れ止めワックスを塗る。

　県内産資材を優先使用するよう努めるとともに、本工事に県外産資材を使用

　に記入し、監督員に提出すること。

　排水金物はステンレス防水用とする。（防水メーカーの標準仕様）

９.２.（　）表による

 １１ 無機質浸透性
 塗布防水

　無機質（ケイ酸質系浸透深達）塗布型浸透性防水とする。

 １２ 水膨張性止水シール 　ゴム弾性と自己体積膨張による止水材とする。（２０×１０　２倍膨張）

　工法、詳細は製造所の標準仕様で責任施工とする。

　防水の工法、詳細は製造所の標準仕様で責任施工とする。

構造用合板

（ＳＵＳ３０４ ＨＬ）

アンカー付　埋込型　幅３５

　５ ガラスブロック積

　　　　表面処理　　・Ａ-１又はＢ-１種　・Ｂ－２種

　・ アルミニウム製笠木（既製品）　オープン形式

　・ ＦＦ暖房機用スリーブ 

　　　　室内側：アルミ製キャップ　室外側：アルミ製キャップ　ＳＵＳ管７５φ

　　　　室内側：アルミ製キャップ　室外側：アルミ製キャップ　ＶＵ管７５φ

　・ クーラー用スリーブ

　・ クーラー用インサート

　　　　室内：ＳＵＳ製ボルト Ｍ１０ ２本／組 ２重袋ナット

カラー

４

　自然素材を使用した塗料（Ｆ☆☆☆☆）塗りとし、メーカーの責任施工とする。

　　　　　　エナメル塗り
　　　　 （ＦＵＥ）

　塗り工程　・１８.１１.２表（公共建築工事標準仕様書）

　８ 水性木材着色
　　 保護塗装

　９ フッ素樹脂

　　　材質.仕上 ・スチール.　　　　 形状.寸法　・図示

　　　　種　　類　　２７５形、２００形　役物は笠木本体製造所の仕様による。

　・ 物干し金物（既製品）

ＳＵＳ製６００角　充填仕様　錠付

　・ 点検用タラップ

　　　　ＳＵＳ３０４　φ２２　 Ｗ４００　躯体に打込

　　　　取付金物　ＳＵＳ３０４

　　　　ＳＵＳ合金既製品　１００×１００

ＳＵＳ既製品　125ｘ210

　・ 館名板

　・避難口誘導標識　　アクリル板ｔ＝５　１２０×３６０

　　　　消防法の手続きをすること。

　・集合郵便受（既製品）

ＳＵＳ製　防滴仕様　３６戸用　ダイヤル錠

　・ 壁点検口　(既製品）

　　　　アルミ製　公団タイプ　４５０×４５０

　・ 換気レジスター

　　　　延焼のおそれのある部分は防火ダンパー付とする。

　　　　室内側：樹脂製可動ガラリ　室外側：アルミ製ガラリ　 ＶＵ管１００φ

　　　　アルミ製（カラー）角度調整型　手摺取付用上下移動式ポール共

　　　　ステンレス製６００角　ダンパー式　鍵付

　する場合は県内産資材を使用しない理由などを「県外産資材使用報告書」

　　・とい製造メーカーの標準品（高強度支持金物）

【メーカー仕様】

玄関ドア

【耐風圧性能】　Ｓ-２

【機密性能】　　Ａ-３

アルミサッシ

【耐風圧性能】　Ｓ-３

【機密性能】　　Ａ-４

【水密性能】　　Ｗ-４

建具表による

【住宅用既製建具】

【住宅用サッシ】

0.35mm

　　　形状　・Ｄ型又は角型　

　　　材種　・ステンレス製    ・アルミ製　　・鋼製　

（９.２.２）

（９.４.２）

（９.５.３）

　材料　９.７.１表の施工箇所以外のシーリング材の種類 （９.７.２）

　シーリング材の目地寸法　※９.７.２表による （９.７.５）

（１１.２.７）　目地　現場調合目地用モルタルの調合　１１.２.３表

（１４.６.３）

（１４.６.５）

（１６.６.２）

（１６.６.６）

（１６.６.５）

（１６.７.３）

（１６.８.２）

　・建具金物の形状、材質、寸法　※16.７.１表による　・　　

管 　理 　建　築　士

ＴＩＴＬＥ

TEL (0265)79－0797 ・  FAX (0265)79－0533

一級建築士事務所登録
ＩＴＥＭＭＥＭＯＲＡＮＤＵＭ ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．ＤＲＡＷＩＮＧＣＨＥＣＫＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ

一 級 建 築 士 登 録

長野県　上伊那郡　箕輪町大字中曽根　297-2

第 1 6 8 0 4 5 号
伊　　藤 　　　智

03特Ⅱ~1
上伊Ｅ第6X093号

H28.03建築特記仕様書－Ⅱ平成27年度　保育施設等長寿命化修繕工事（上古田保育園）
上古･Ｄ ０３

上古田保育園

　　　　  ・耐凍害磁器質タイル　100角　　　・磁器質　100角

　※ＪＡＳ（　　　　　　）１類.ＪＡＳ（普通合板）２類２等.１類２等（水がかり）

※図示による

※図示による

　・ ピット点検口（　所）

　・ 屋上点検口（　所）

　・ 階数表示（既製品　　所）

改修工事ﾘｽﾄによる



３種ｂ

20(幅600)

20(幅600)

　　　（区画線等）

　材料、形状、寸法　※図示　４　雨水浸透施設工

　早強セメント　・使用する　　　　※使用しない

　ブロック敷設パターン　・単色　・２色混合　・ ３色混合

　工法（・透水性　・植生用）　・　　　　　　　

　６　コンクリート舗装

　種類　※普通　・透水性　・植生用　・その他 （　　　　　　　）

　厚さ　・６０ｍｍ　　・８０ｍｍ　　　　色彩　・　標準カラー

　形状

　5　ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ舗装

　　　　　　　　　・ 粒調砕石

 ※粗粒度ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ（２０）

　アスファルト混合物の抽出試験　・行う  　※行わない  

 ※細粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物（１３Ｆ）・細粒度ｷﾞｬｯﾌﾟｱｽﾌｧﾙﾄ混合物（１３Ｆ）

 ・密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物（１３Ｆ）・細粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物（１３）

　・基層

　・表層

　加熱アスファルト混合物の種類　３　アスファルト舗装

　に記入し、監督員に提出すること。

　　　　　　　　　・ クラッシャラン　　（Ｃ－４０）

　に記入し、監督員に提出すること。

　路盤材料の種別　※ 再生クラッシャラン（ＲＣ-４０）

　置換工の材料 ・　　　      敷均しの仕上がり厚さ ・　

　安定材の量　 ・　　　　　　　          ＣＢＲ値 ・　　

　県内産資材を優先使用するよう努めるとともに、本工事に県外産資材を使用

　する場合は県内産資材を使用しない理由などを別紙「県外産資材使用報告書」

　２　路盤工

　１　地盤改良工

　県内産資材を優先使用するよう努めるとともに、本工事に県外産資材を使用

　する場合は県内産資材を使用しない理由などを別紙「県外産資材使用報告書」

 ※凍上抑制層の整正を行うこと。（図示）

　伸縮目地　・　　　　　　　　　表層安定材

　種類及び規格　・ｶﾗｰ平板　・人研平板　・洗出平板　・その他（エコ平板）

　伸縮調整目地　※目地に囲まれた１区画が10 ｍ２以下　　・　

　材料　・　　　　　　　　　　　　寸法　・　　

　伸縮調整目地　※目地に囲まれた１区画が１０ｍ２以下　　・　

　形状　・　　　　　　　　　　　　色彩　・　　

　化粧目地　　　・　

　青石の厚さ及び表面積　・　　

　小舗石の産地　・　　　

　砂利の種類　１１　石材系園路工

　化粧目地　　　・　

　１０　タイル舗装

　９　れんが舗装

　８　土系園路工

　７　平板舗装

・　再生アスファルト30％

300×300

（２３.２.２）

（２３.３.３）

（２３.４.１）

　４　透水アスファルト舗装 　路盤材料の種別　・図示 （２３.７.１）

（２３.９.１）

（２３.５.１）

（２３.９.１）

（２３.１０.２）　表層安定剤　　・塩化マグネシウム又は塩化カルシウム

（２３.１０.４）

（２３.１０.３）

（２３.１０.５）

23
　
　
　
舗
装
工
事

　　　　　　　　・　　　　　　・ 

　※側溝底版コンクリート打ちとする

設置場所、蓋架けの種類は図示による

　ＪＩＳの規格にない材料を使用する場合の品質　　・図示による

　地先境界ブロック　※面取りする

形状及び寸法種　別

（２３.１１.２）

　※コンクリート二次製品（既製品）　・図示

接着剤併用の上、アンカー(ＳＵＳ304)で下地に固定する。

　駐車場等は、図示により路面表示を行う。

　・ＪＩＳ Ｋ ５６６５　１種２号　常温式（ペイント式）　幅１５０　白色

　・ＪＩＳ Ｋ ５６６５　３種１号　溶融式　幅１５０　白色

　14　車止め

　13　縁石工

　15　路面表示

　１２　側溝工

　シールコート　・行う　　※行わない　、　締固度試験　・行う

　
　
　
排
水
工
事

　　・当工事は「建設部公共事業環境配慮指針」の適用工事とする。

　６　「特定住宅瑕疵担保責任の履行の確保等に関する法律」（平成19年法律

　８　収納用ハシゴ段

　調理台　　間口　（・300　・600　・隅用）　　高さ（※800　・850）

　・目透し工法

　・突付け工法

　　　　・ＢＬ同等品　

　発泡プラスチック保温材の種類　※押出法ポリスチレンフォーム保温板３種ｂ

　　　　　　　　　　　　　　　　・ビーズ法ポリスチレンフォーム保温板特号

　止付け方法　（化粧せっこうボード）※　止付け釘等　ステンレス

　　　　　　でん粉系接着剤）を混ぜたもの　・　　

　接着剤　※酢酸ビニル樹脂系エマルジョン形とJIS A 6922（壁紙施工用

 壁紙　JIS A6921　品質　・　　　　　　防火性能　・　　　

　石膏ﾎﾞｰﾄﾞのｴｯｼﾞの種類　

　　　　　　　　　・しな（不透明塗料塗り）　・　

　難燃合板　樹種　・南方産樹種製材（生地のまま又は透明塗料塗り）

  台板合板及び裏桟木の防虫処理方法　

　特殊加工合板　材料　・和室天井に使用する

　・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板

　・突付け目地工法

　・継目処理工法

施工部分

　壁断熱　　※内断熱工法　・外断熱工法　12　断熱・防露工事

　11　壁紙張り

材　料

　目地処理の種類　

　せっこうボードの継目処理工法

　合板類の張付け　・Ａ類　※Ｂ類

　　及び合板張り

　　その他のボード

　10　石膏ボード、

厚さ（mm）種　別

・接着剤併用釘止め工法

　種別　・発泡層のあるビニル床シート（・１種・２種・３種）

　　　　※発泡層のないビニル床シート（・４種・５種　※６種）

　　　　　　４種、６種のエンボス加工（・有　・無）

　カーペットの種類　・　　　　品質　・　　　　　形状　

　　仕上　※平滑仕上　・防滑仕上　・つや消し仕上

　・弾性ウレタン塗り床材　　　・防塵塗装

　　　　　　　高さ　※60mm　・75mm　・100mm　・　

　種別　※ホモジニアスビニル床タイル・半硬質ビニル床タイル

　・ウレタン樹脂クリヤー（溶剤形）

　・Ｇ.Ｐ（エマルション形）

　・アクリル樹脂エナメル（溶剤系形）

　・Ｇ.Ｐ（エマルション形）

　種別　・ＦＣ－Ｆ（平滑）　・ＦＣ－Ａ（エアレス）

　材料　製造所名（　　　　　　　　　　　）

　材料　製造所名（　　　　　　　　　　　）

　防虫加工紙　・監督員の承諾による

　敷込工法　

　　塗厚　※2.0mm　　 ・　1.5mm

　ビニル幅木　厚さ　※2.0mm　・　

　厚さ　※2.0mm　

　９　カーペット敷き

　８　合成樹脂塗り床

　６　ビニル床シート　

　７　ビニル床タイル

　　　張り　

　　　　・硬質ビニル床タイル

  　材料　・既成品

・Ｄ種

・Ｃ種

・Ｂ種

・Ａ種

種別

　寸法　※　600×900mm　 

　　　フローリング張り

　５　畳敷き

　４　天然木化粧複合

 ３　乾式遮音二重床

　工法用床下地材

　２　床下パネル

工法樹種

・特殊工法

・接着工法

・釘止め工法

・にれ

・唐松

・なら

・ぶな

種別

・アルト

・ゾラン

・Ｂ種

・セダム

・Ｃ種

・Ａ種

　種別及び仕上げ

　１　一般事項

　６　フレックスコート

　　　塗り

　（ＭＲ）ローラー塗り

　５　マスチック塗材

　※凹凸状模様

　※凹凸状模様

　※凹凸状模様

　・凸部押さえ模様

　・凹凸状模様

仕上げ

備　考

※２液形ポリウレタンワニス

　・ 塗装品

３回塗り

（19．３．１）

（18．５．１）

備　考

　　　　　　（つづき）

　・鉄骨躯体部分の防露　　ロックウール吹付　・厚さ　10

19　
　
内
装
工
事

　床下地材の適用区分　※特記なき限り　19．２．１表又は19．３．１表 （19．２．１

又は19．３．１）

（19．４．１）

（19．５.１）

（19.６.１）

（19.６.２）

（19.９.１）

（19.９.２）

　ﾍﾞﾍﾞﾙｴｯｼﾞ

（19.10.１）

（19.11.１）

（19.11.２）

（19．11．３）

　・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板

　・現場発泡ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

　鋼板の表面処理　※JIS H 8610（電気亜鉛メッキ）　・　　

　組み立て工法　製造所（　　　　　　　　　）の仕様による

　内装プレハブ工法　　・適用する　　・適用箇所

・　

（19．12．１）

（19．12．３）

（19．12．４）

　１　浴室ユニット20　
　
部
品
・
そ
の
他
工
事

　ｶｳﾝﾀｰﾄｯﾌﾟ及びｼﾝｸの材料　※ｽﾃﾝﾚｽ（※SUS304　・SUS403）

　コンロ台　間口　（※600　・700）　　　　　　　高さ（※620　・670）

　　　　　　奥行　（・550　※600）　　シンク（※ｼﾝｸﾞﾙｼﾝｸ　・ﾀﾞﾌﾞﾙｼﾝｸ）

（20.２.３）

　付属部品　※水切り棚（※ステンレス　・　　　　　　　）

　ｶｳﾝﾀｰﾄｯﾌﾟ　（・一体型　※分割型）

　形状、寸法(mm)

　２　ｷｯﾁﾝｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

　　　　・鋳鉄ホーロー　・アルミ合金　・化粧板　・合成樹脂成形品

　　　　　　高さ　（※500　・700　・1000）　　奥行（※350）

　　　　　　奥行　（・550　※600）

　　　　　　奥行　（※600　・550）　　ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ（※有　・無）

・高齢者対応型（2DK-2）

　種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　※ Ｄ種 ・ Ｅ種

　・ビーズ法発泡ポリスチレンボード

　仕様　※ＢＬ部品（・Ａ型　※ＡＭ型　・Ｂ型　　戸用）

　仕様　※ＢＬ部品又は同等品

　７　郵便受箱

　　　（補助手摺）

　６　手摺ユニット

　　　　・上記以外（ＢＬ認定メーカーの部品、材料及び規格はＢＬ規格）

　仕様　※ＢＬ部品又は同等品

　・適用する

　※キッチンキャビネットに準ずる

　　　（落下防止用）

　５　手摺ユニット

　４　収納ユニット

　３　ｷｯﾁﾝﾕﾆｯﾄ

形状、寸法

　　　　・　

支持方法

（20.２.５）

　９　スリーブ

　　　　　・つば付き鋼管　・紙チューブ　　

　　　　・　図示

　仕様　・　避難ハッチ

　形状　・　図示

　形状　・　図示

　10　 丸環

　11　 EXP.J

　12　 笠木

　15　 掲示板 　材質　※アルミ製

　厚さ　※　発泡（洋）　床仕上げ高　　100～140mm

　  　　※　発泡（和）　床仕上げ高　　102～143mm

　工法　熱溶接工法　・適用する　　

（19.７.１）

　普通合板樹種　・ﾗﾜﾝ　・国内産樹種　・しな 

　接着剤　JIS A 5538 　種別19．９．３表

スクウェアーエッジ

テーパーエッジ

　・現場発泡ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

　・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ保温板

　天井(最上階)

　外壁　

　・ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板

　・ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板

　　　　(県産材：信州木材認証センターで認証した製品又は同等品とする)

　キッチン廻りに使用する専用の化粧ケイカル板(不燃材)とする。

　12　断熱・防露工事

　13　内装プレハブ工法

　14　単板堅羽目板

　15　化粧ケイカル板

　流し台　　間口　（・1200　※1500　・2100）　　高さ（※800　・850）

・レンジフード

種類　　　　　　　　　材質

種類 仕様

（20.２.６）

（20.２.４）

　　　　　又は同等品　 ・　図示(36戸用)

　　　　　形状、寸法　※監督員の指示による(ダイヤル錠　ルームナンバー表示)

　材質　※アルミ製　

　13　 ピット点検口 　材質　※ステンレス製　600角　充填仕様　錠付　(6ヶ所)

　・Ｔ－２　・鋳鉄製

　マンホール足かけ金物の材料及び位置　　・図示による

　　※冷間接合　　・溶着接合　　・ゴムリング接合

　材料　・　図示

　陶管の継手

　硬質塩化ビニル管の継手

　３　雨水排水施設工

　２　管渠工

　　※圧接ジョイント工法

　・鋼性ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

　・細目

　※受け枠付

　・防水型 　・Ｔ－５

　１　材料

　・その他　その他有孔VU菅

　・下水道用硬質塩化ビニル管

　・遠心力鉄筋コンクリート管

排水管の種別

　　排水桝蓋の種別 　　形式

使用箇所

　　備考

　図示

　（鉄筋コンクリート既成側溝に砂利入れとし屋根の雨水を受け流す）

　・ 

　図示

　図示

　・コンクリート蓋

　・Ｔ－２　・Ｔ－６　・Ｔ－14　・図示

　砂基礎の砂質　　・山砂　 (22.２.１)

(22.３.３)

(22.４.１)

22

　コウライシバ類　・　切芝　・　ロール芝　

　客土及び目土の種類　　　・ 畑土　　※ 黒土　　・ 信ｻ土

　リュウノヒゲ、ささ類の種類　・ ポット栽培品　　・ 

　草本類、つる性類　　　発芽率　・　　　かん水　・　　　

　※引渡し日から１年間の保証書（施工業者、請負業者連名）を提出する。

　人工植生芝　　種類　・　品質　・　　　　

　種の種類・　

　樹名札　・　　

　４　保証書

　３　播種工

　２　地被類植栽工

　 　　播種工

　１　高木植栽工
　樹高の上限　　※ 設けない　　・ 設ける　（　　　　　　　　）

　パイプ支柱材の規格等　　※JIS G 3452(配管用炭素鋼鋼管)　

(24.３．２)

　丸太支柱材の防腐処理　　・　防腐材塗り　・JIS A 9002加圧注入処理　

(24.３.２)

(24.４.５)

(24.４.２)

　
　
植
栽
工
事

24

　　　カルテ）の登録をすること。

　５　マニフェスト（A，B2，D，E）はその都度又は処分終了後１０日以内に

　４　産業廃棄物管理表（マニュフェスト）に必要な事項を記入し、運搬車両

　３　委託契約書の書式は、（社）日本建設業団体連合会以下９団体により

　２　産業廃棄物を委託処理する場合は、収集運搬業者及び処分業者とそれ

　１　複数のコンテナを設ける等、廃棄物の種類別に徹底した分別を行うこと。

　　・住民に対する災害防止策の充実　（　　　　　　　　　　　　　　）

　３　住民に対する災害防止関係

　　・パンフレットの作成・配布　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　・工事経過説明板等各種情報掲示板の設置　（　　　　　　　　　　）

　　・完成予想図の設置　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　２　地域住民への情報提供

　　・仮囲い周辺の美化　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　１　工事現場のイメージアップ

　　　取扱い

　　　利用促進

　３　再生資源の

　２　産業廃棄物の 

　　　環境改善

　１　工事現場の

　　　返送を受け照合・確認のうえ５年間保存すること。

　　　ごとに廃棄物とともに収集運搬業者に渡すこと。

　　　共同作成された「建設廃棄物処理委託基本契約書」によること。

　　　ぞれ委託契約をすること。

27　
　
工
事
現
場
の
環
境
改
善
及
び
建
設
副
産
物
等
の
処
理

　１　請負者は、本工事の工事目的物、工事材料等について火災保険を掛けな

　１　暴力団関係者から工事妨害による被害を受けた場合は、被害届を速やか

　２　工事期間中、請負者の責任と負担により、労災保険に加入すること。

　２ その他

　１ 保険等

　　　なお、加入期間の開始を契約後１ヶ月以上遅らせる場合は、監督員に協

　　　１ヶ月）までとし、全保険料金を支払いの上その写しを県工事契約業務

　　　ければならない。また、保険加入期間は引渡日（概ね契約工事完了日＋

　　　に警察に提出すること。

　　　担当者まで提出すること。

　　　議すること。

28　
　
そ
の
他

　１　再生資源利用促進計画書、実施報告書を提出すること。

　２　再生資源利用計画書、実施報告書を提出すること。

　３「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」による届出を行うこと。

　材質　※ステンレス製ＳＵＳ304

　材質　※ステンレス製　・アルミ製

　５　請負者は、工事用資材の調達に当たっては、極力県内の取扱い業者から

　３　施工体制台帳を整備するとともに契約書（写）を添付し提出すること。

　４　施工にあたっては、低騒音、低振動型施工機械の採用に努めること。

　　　購入すること。

　　　登録する場合は、内容について監督職員の承諾を受けた後、次に示す

　　　期間内に登録の手続きを行うとともに、登録されたことを証明する資

　　　料を監督員に提出すること。

　　　なお変更時と完成時の間が10日間に満たない場合は、変更時の提出を

　　　省略できるものとする。

　　　(1)工事受注時　契約締結後１０日以内

　　　(2)登録内容の変更時　変更契約締結後１０日以内

　　　(3)工事完了時　工事完了後１０日以内

　パーティクルボード、捨張り合板の厚さ　※　19．３．２表

 水がかりの範囲　　　　　　　　　　　　※　19.１.３による　・　

　　　第66号）に基づき、資力確保の措置を行うこと。

　　・当工事は「長野県公共事業等環境配慮制度」の適用工事とする。

　７　環境への配慮

　・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板

　開口部廻り充填 　・現場発泡ウレタンフォーム

　床(１階土間)

　床(１階スラブ)

　・現場発泡ウレタンフォーム

　・ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板

　熱橋部断熱補強 　・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

　グラスウール部分の防湿措置は防湿シート敷きとする。

　・壁仕上げにおいて、AEP仕上面及び直張り仕上げの場合は、３×８版を使用すること。

　吊戸棚　　間口　（・300　・700　・900　※1200　・隅用　）　

　・格子蓋

　雨水枡、汚水枡、枡ふた　・図示による　　

　客土の種類　　　　　　　・ 畑土　　※ 黒土　　・ 真砂土　　・山砂

　２　工事の請負額が500万円以上の工事については、工事実績情報（工事

　目地はシーリング(防カビシリコン系)　周囲取り合いは木製見付25見切りとする。　

（WPC加工同等品）

　材料　※内装腰壁：厚さ12　長野県産唐松板縦張り（本実加工）

　・A種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板

　・グラスウール10Ｋ

100(防湿処理)

　・A種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板

30

１種ｂ 50

　14　 室名札

　　　　　玄関ドアに接着

　材質　・アクリル板　厚 4.0　　80×200（住戸番号入り）

　８　防蟻処理

　　・(社)日本しろあり対策協会標準仕様

　　・対象場所：１階床下　　土壌処理

　仕様　・ＢＬ部品（・一般型　・長寿対応Ａ型　・長寿対応Ｂ型）

　　　　　種類　・ｾｸｼｮﾅﾙｷｯﾁﾝⅠ型　・ｾｸｼｮﾅﾙｷｯﾁﾝⅡ型　・ｼｽﾃﾑｷｯﾁﾝ

（19.８.１）

（６.８.３）

　材種　※６.８.２表による　・鋼管　・硬質塩化ビニル管　・亜鉛鉄板

（２２.４.２）

　　　　・ＢＬ同等品（床フラットタイプ）

　仕様　・ＢＬ部品　（・一般型Ａ型　・一般型Ｂ型　・高齢者対応型）

　ﾕﾆｯﾄｻｲｽﾞ　・1216型　・1618型　・その他（特寸）

　　　　・その他（リフォーム用）

　種類　・Ａ型　・Ｂ型（リフォーム用）

　手摺設置箇所　・浴室出入り　・浴槽跨ぎ　・浴槽内　・洗い場

　　　　　・折れ戸

　付属品　・天井点検口　・ｼｬﾜｰ金具　・ﾀｵﾙ掛　・防湿型照明　・耐水鏡　・ｼｬﾜｰ付混合水栓

（20.２.２）

アスベスト含有成形板の除去ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板

の除去（レベル3）

　3

・行う（建築物解体工事共通仕様書による）

管 　理 　建　築　士
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上古田保育園
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一 級 建 築 士 登 録

長野県　上伊那郡　箕輪町大字中曽根　297-2

第 1 6 8 0 4 5 号
伊　　藤 　　　智

05特構~1
上伊Ｅ第6X093号

H28.03

使用箇所の詳細については別途図示とする。
３

M12 M16

１００

１００

（３）　鉄　筋

（４）　ボーリング標準貫入値、土質構成

注）　２　　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として

注）　３　　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）　４　　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）　５　　支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。

　　　　　行わない。

　　　　　一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

（□印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

（４）　接合部の溶接は下記によること

（５）　接合部の検査

□　溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

個 個

％

個

％
個

どを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け等を用いて

除去した後、屋外に自然放置して発生した、赤さび状態であること。ただし、シ

ョットブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさが５０Ｓ以上である場

合は、赤さびは発生しないままでよい。

序は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締め

とする。

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行なわれているか検査する。

（６）　防錆塗装

の部分とする。錆止めペイントは、ＪＩＳ　Ｋ５６２１、２回塗りを標準とする。

工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し２回塗りとする。

（３）　鉄　骨

５㎝以上とする。

（７）　その他

（２）　　工事監理者の承認を必要とするもの

（１）　　直接基礎

％

個

％

％
個

％

１００

□材料規格証明書または試験成績書

（３）　工事監理者が行う検査項目

（全国鉄鋼工業連合会認定）

（２）　　杭基礎

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

□プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）　□

（４）　階　数

（５）　主要用途

（６）　屋上付属物

（３）　構造種別

□鉄骨鉄筋コンクリート（ＳＲＣ）　　　□壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

　　建築場所

□高　架　水　槽　　　　kN □キュービクル　　　　kN □広告塔 □煙　突

（７）　特別な荷重

□エレベータ　　人乗り（ロープ式　油圧式）　□リフト　　　ｋN　　□ホイスト　　ｋN

□倉庫積載床用　　　N／㎡　　　　　　　　□受　水　槽　　ｋN

（８）　付帯工事

□門塀　　　　　□擁壁　　　　　　□　　　　　　　□　　　　　　□

（９）　増築計画

Ｘ方向ルート　　－（　　）　Ｙ方向ルート　　－（　　）１ １（１０）　構造計算ルート　

（１）　コンクリート

□Ａ種　　　□Ｂ種　　　□Ｃ種　　　厚□１００、　　□１２０、　　□１５０、　　□１９０、

（１）　　コンクリート

適用箇所 種　類
設計基準強度 品質管理強度 スランプ

cm
備　　考

捨コンクリート

基礎、基礎梁

土間コンクリート

柱、梁、床、壁

押えコンクリート

混和剤

15

21 18

18

比重

比重

比重

（２）　コンクリートブロック（ＣＢ）

異形鉄筋

溶接金網

径 使用箇所 継手工法種　　類

躯体

躯体

D10～D22

□　ガス圧接継手

□　特殊継手

（　　　　　　　　　）

丸　　鋼

種　　類 使用箇所 現場溶接 備考

□有　□無

□有　□無

□有　□無

（５）　ボルト

□無　（調査予定　　　　□有　　　□無）　　　　　　　　　　　　　　　

（２）　地盤調査計画

（１）　地盤調査資料

□ボーリング調査　　□静的貫入試験　　□標準貫入試験　　□水平地盤反力係数の測定　

□土質試験　　　　　　□物理探査　　　　□平板載荷試験　　□

（３）　地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある

深

度

Ｎ

値
土　質

（１）　工事名称

適用は　□　印を記入する。

杭　　種

□鋼管　□摩擦杭

□

□場所打ち

ｺﾝｸﾘｰﾄ杭

PRC (□Ⅰ種 □Ⅱ種 □Ⅲ種)

PHC (□A種 □B種 □C種)

□

□

□

材　　料 施　工　法 備　考

ｺﾝｸﾘｰﾄFc=

ｽﾗﾝﾌﾟ     cm

鉄　筋　 主　筋　　SD

ｾﾒﾝﾄ量     kg／m

HOOP  SD

□ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ　□拡底杭

□ﾘﾊﾞｰｽｻｰｷｭﾚｰｼｮﾝ

□ｱｰｽﾄﾞﾘﾙ □ﾐﾆｱｰｽ

□BH　　□深礎
□手掘

□機械堀

拡底杭

　　第　　　　号

　　年　　月　　日

杭仕様　　　□施工計画書承認　　　□杭施工結果報告書

試験杭　　　（□有・□無）　　（□打ち込み・□載荷）　　　　本

杭径（mm） 設計支持力（ｔ） 杭の先端の深さ（m） 本数 特記事項

　　　　打ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

　　　術研究センターの技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測

　　　定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。

　　　　　測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試

　　　験は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

　　　または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

　　　また、打込み量が１５０㎡をこえる場合は１５０㎡ごとまたは、その端数ごとに一回を

　　　標準とする。一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からそ

　　　の必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り

　　　６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

　　　クリートの自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送

　　　に際しては、コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事する

　　　こと。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温２５℃未

　　　満の場合は、１５０分、２５℃以上の場合は１２０分以内とする。

（２）　　鉄　筋

　　　　　さは「鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構

　　　造配筋標準図（１）（２）」による。

　　　　　日本圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

□　　ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと（２００

　　　箇所を超えるときは、２００箇所ごと）に１回行い、１回の試験は５本以上とする。

　　　外観検査　□有　□無、引張試験　□有　□無、超音波探傷試験　□有　□無

　　　イラル型）とする。

　　　東京都取扱要網」第４条の試験機関で行うこと。

　　　　　代行業者名

　　　代行業者名とは、試験、検査に伴なう業務を代行する者をいう。

（３）　　型　枠

注）　１　　片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

種類

部
位

ト
ン
メ
セ

類
種
の

平
均

温

気

在

置

間

期

の

日
令

材
の

コ
ン
ク
リ

ー
ト

せ　き　板

基礎、はり側、柱、壁 ｽﾗﾌﾞ下､はり下 ｽﾗﾌﾞ下

支　　　柱

はり下

ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

A種

ｼﾘｶｾﾒﾝﾄ

ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

A種

ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

A種

ｼﾘｶｾﾒﾝﾄ

A種

ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

A種

ｼﾘｶｾﾒﾝﾄ

A種

ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

早強ﾎﾟﾙﾄ
ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

A種

ｼﾘｶｾﾒﾝﾄ

A種

２

３

５

５０Ｎ／ｍｍ^ｕ２

３

５

８

４

６

１０

６

１０

１６

設計基準強度の５０％

８

１２

１５

１７

２５

２８

２８

２８

２８

設計基準強度の

８５％ １００％

注）　６　　上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

□

第三者検査機関名

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を

代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

検　査　箇　所 検　査　方　法

超音波探傷試験

マクロ試験・その他

検査率又は検査数

社　内 第三者 工事監理者
備　　考

（１）　鉄骨工事は指示のない限り下記による

日本建築ｾﾝﾀｰ認定

早強ﾎﾟﾙﾄ

普通ﾎﾟﾙﾄ

高炉ｾﾒﾝﾄ

普通ﾎﾟﾙﾄ

高炉ｾﾒﾝﾄ

普通ﾎﾟﾙﾄ

高炉ｾﾒﾝﾄ

早強ﾎﾟﾙﾄ普通ﾎﾟﾙﾄ

高炉ｾﾒﾝﾄ

早強ﾎﾟﾙﾄ

圧縮強度

ｺﾝｸﾘｰﾄの

15℃以上

5℃未満

5℃～15℃年　月　日

大臣認定第　　　号

□埋込み(ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ工法)

□打ち込み

鋼材 □SS400 □SKK400

□RC   □PC

□PHC  □H鋼

□BCR295 □BCP235 □

□SM490A □SN490B､C □

（基礎・杭の位置を明記すること）

長期許容支持力度

□普通、□軽量

□普通、□軽量

Fq=N／mmFc=N／mm

□

□SD295B

□SR235

D10～D16

D19～D22

6φ×150×150 ピット

□頭付スタッドボルト

（６）　屋根、床、壁　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□特殊ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ

φ=        L=       mm    使用箇所 (□柱 □大梁 □小梁)

φ=        L=       mm    使用箇所 (□柱 □大梁 □小梁)

厚

厚

□ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ   型式

□ｷｰｽﾄﾝﾌﾟﾚｰﾄ  型式

□液状化判定　　　　　　□現場透水試験　　　□土質試験

１００

本標準仕様及び鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造配筋標準図はｺﾝｸﾘｰﾄの設計基準強度（Fｃ）が３６N／ｍｍ以下に適用する。

□　　高強度せん断補強筋は、JIS　G　３１３７に規定されるD種１号適合品とする。

○調査地番

○支持地盤、地層及び深さについてのコメント

○孔内水位

○近隣データの調査地番と

　がある

○備考

　設計地番とは約  　ｍの距離

○位置図

鉄骨小屋組

鉄骨小屋組

高力ボルト導入張力確認試験

高力ボルトすべり係数試験 □　要　□　否

□　要　□　否

支持層－

標準貫入試験

2010 30 605040

注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること

注１）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、原則として外観検査、超音波探傷検査を100％行うこと

構　造　設　計　標　準　仕　様

１．　建築物の構造内容 ３．　地　盤

２．　使用構造材料

４．　地業工事

５．　鉄筋コンクリート工事 ６．　鉄骨工事

７．　設備関係

８．　その他

2 2

（２）　工事種別

□鉄筋コンクリート造（ＲＣ）　　　■壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）　　

■普通

■普通

■普通

■SD295A ■　重ね継手

■SS400 □SM400 □SN400A､B､C □有　■無

□有　■無■SSC400 □

■高力ボルト

■中ボルト

■ｱﾝｶｰボルト

■SNR400B  M20   L=600mm ﾅｯﾄ (□ｼﾝｸﾞﾙ､■ﾀﾞﾌﾞﾙ)

■折 版

50

50

21
シルト質砂

礫混りシルト

砕石

砂礫

転石

砂礫

50

50

50

50

50

長野県上伊那郡飯島町飯島2587-3

GL-2.6m

■　　コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関してはＪＡＳＳ５による。

■　　セメントは、ＪＩＳ　Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。

■　　調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

■　　寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、

■　　耐久設計基準強度　Fｄ　□一般　■標準　□長期

■　　フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技

■　　構造体コンクリート現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３）は、現場水中養生、

■　　ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコン

■　　鉄筋はＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とする。

■　　鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長

■　　Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。継手（Ｄ１９以上）をガス圧接とする場合は、

■　壁長の短い耐力壁の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、■Ｈ型（タガ型）　□Ｗ型（溶接型）　□Ｓ型（スパ

■　　コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する

■　　材料　　合板厚　１２　ｍ／ｍを標準とする。　　□

■　　型枠存置期間

■　　日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

■　　鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

■建設省告示第１１０３号による認定工場（大臣認定　　グレードまたは都登録　　ランク）

　　■鋼材　　■高力ボルト　　□特殊ボルト　　□スタッドボルト

■社内検査表　　　　　　□　　　　　　　　　　　□

■　現寸検査　　　　　　　■　組立・開先検査　　　　　　　■　製品検査

■　建方検査　　　　　　　□　　　　　　　　　　　　　　　□

■　高力ボルトは「ＪＩＳ　Ｂ１１８６の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮な

■　高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順

■　防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外

■　現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は

■　特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

■　設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

■　床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を

■　諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

■　各試験の供詩体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

■　必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

R

３０

上古田保育園

０５上古･Ｄ
構造設計標準仕様書平成27年度　保育施設等長寿命化修繕工事（上古田保育園）

平成27年度　保育施設等長寿命化修繕計画（上古田保育園）

上伊那郡箕輪町大字中箕輪　6031-3

□新築　　　　□増築　　　　　□増改築　　　　　■改修

■木造（Ｗ）　　　□補強コンクリートブロック造（ＣＢ）　　■鉄骨造（Ｓ）　　

地下　　　階　　　　　地上　１　階　　　　　塔屋　　　　階

保育園

□有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）■　無

15 15

18 21

24

□普通、□軽量

□SD345

□

■STKR400 □STK490 □

□普通：F１０T　■特殊：S１０T　認定品（□M１２　■M１６　□M２０　□M２２　□M２４）

□SS400  M12 フック付スラブ筋へ緊結 ﾅｯﾄ (□ｼﾝｸﾞﾙ､□ﾀﾞﾌﾞﾙ)

□SNR400B  M16   L=450mm ﾅｯﾄ (□ｼﾝｸﾞﾙ､□ﾀﾞﾌﾞﾙ)

■ALC版 厚50mm

H=66　ハゼタイプ 厚0.6　－　一般工法　・　ｷｬｯﾁ工法

□有　（□敷地内　□近隣）　□ボーリング調査　　□平板載荷試験　　□水平地盤反力係数の測定

□ベタ基礎　　　□布基礎　　　■独立基礎　　　試験堀　　■有　　□無

深さ設計ＧＬ－0.7m　　　支持層

　　ｋＮ／㎡　　載荷試験　□有　　■無

　　　　　試験機関名　■　監督員の承諾する機関

■製作工場－監督員の承諾する工場　　　　　　■製作要領書　　　■工作図　　　■施工計画書

■　東京都アーク溶接工事管理規準（建築構造設計指針第１２章）

■　鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱（建築構造設計指針第１２章）

■　日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

□

■突合せ溶接部

■外観（目視）検査



管 　理 　建　築　士
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TEL (0265)79－0797 ・  FAX (0265)79－0533

一級建築士事務所登録
ＩＴＥＭＭＥＭＯＲＡＮＤＵＭ ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．ＤＲＡＷＩＮＧＣＨＥＣＫＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ

一 級 建 築 士 登 録

長野県　上伊那郡　箕輪町大字中曽根　297-2

第 1 6 8 0 4 5 号

伊　　藤 　　　智

06特Ⅰ~1
上伊Ｅ第6X093号

H28.03

（１）　構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

（２）　記号

（２）　鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度９０゜以下

（３）　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

継　　手

（４）　かぶり厚さ（単位：ｍｍ）

（５）　鉄筋のあき

（６）　鉄筋のフック

柱

梁

（１）　ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う

（２）　場所打ちコンクリ－ト杭

杭頭処理

（１）　直接基礎

（２）　杭　基　礎

フック付 フック無し

（３）　べた基礎

（４）　基礎接合部の補強

ハンチを付けた場合（ａ≧３）

（１）　独立基礎、杭基礎の場合

（２）　布基礎、べた基礎の場合

（３）　小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋

（５）　せいの高い梁のあばら筋

加工要領図

（１）　柱主筋の継手 （２）　柱主筋の定着

（３）　帯　　筋

（１）　鉄筋末端部の折曲げの形状

Ｓ型（スパイラル型）

（４）　水平ハンチの場合のあばら筋加工要領

日　型

口　型

目　　型

Ｗ型（溶接型）

Ｈ型（タガ型）

（４）　斜め柱・斜め梁

１．一般事項

２．鉄筋加工、かぶり

３．杭

５．地中梁

４．基　礎

６．柱

（定着、継手）

（定着、継手）

ハ

ロ

イ

外　端　部 内　端　部

外　端　部 内　端　部

４ｄ以上

１３５゜

０

８ｄ以上（※４ｄ以上）６ｄ以上（※４ｄ以上）

（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）

０
０

０

1

1

ＳＴ…あばら筋　　ＨＯＯＰ…帯筋　　Ｓ．ＨＯＯＰ…補強帯筋　　φ…直径又は丸鋼

折り曲げ角度

図

折曲げ内法寸法Ｒは、ＳＲ２３５は３ｄ以上、ＳＤ２９５Ａ、ＳＤ２９５Ｂ、

ＳＤ３４５のＤ１６以下は、３ｄ以上、Ｄ１９以上は４ｄ以上

１８０゜ ９０゜

余長 余
長

余
長

ＲＲＲ

ｄ ｄ ｄ

折まげ角度９０゜はスラブ筋・壁筋

の末端部またはスラブと同時に

打ち込むＴ形およびＬ形梁のキ

ャップタイにのみ用いる。

キャップタイ

８
ｄ
以
上

ｄ

※片持スラブ上端筋の先端

図
鉄筋の使用箇

所による呼称 る区分

鉄筋の径によ 鉄筋の折り曲げ

内のり寸法（Ｒ）

ｄ

Ｒ

ｄ

Ｒ

帯　　　　　筋

スパイラル筋

筋　　　　　

あ　ば　ら　筋

鉄筋の種類

普通，軽量コン

クリ－トの設計

基準強度の範囲

定着の長さ

小　梁 スラブ

特別の定着及び

重ね継手の長さ

（Ｎ／ｍ㎡）

一般　（Ｌ２）

下端筋　（Ｌ３）

（Ｌ１）

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５

３５ｄフックつき

４５ｄフックつき

４０ｄまたは　　
１５ｄフック

２５ｄまたは

　　　　つき

　　　　つき

２５ｄフック １５ｃｍフック

　　　　　つき

１０ｄかつ　　

１５ｃｍ以上　

３５ｄフックつき

４５ｄフックつき

４０ｄまたは　　
３０ｄフックつき

４５ｄまたは　　
３５ｄフックつき

１．末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

４．Ｄ２９以上の異径鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

５．鉄筋径の差が７ｍｍを越える場合は、圧接としてはならない

ガス圧接形状

圧接継手

３ｍｍ以下 圧接面 圧接面 圧接面

θ ｄ

θ＞８０゜

１．１ｄ以上

ｄ １．４ｄ以上 ｄ／５以下

ｄ／４以下

重ね継手（下図のいずれかとする）

ａ≧４００ １．５Ｌ１以上

Ｌ１ Ｌ１

約０．５Ｌ１

部　　　　　位

柱・はり・床スラブ・耐力壁

基　　礎　　・　　擁　　壁

擁　　　　　　　　　　　壁

屋　　　内

屋　　　外

屋　　　内

屋　　　外

設計かぶり厚さ

（ｍｍ） （ｍｍ）

最小かぶり厚さ

３０ ２０

４０

４０

５０

５０

５０

７０ ６０

４０

４０

４０　　（３０）

３０

３０（２０）（１）

（２）

（３）

（１）

（４）

（４）

かぶり厚さ

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値１．５ｄ以上

粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ２５以上

ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋

ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

ｅ．単純梁の下端筋

ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所

末端にはフックが必要

図の　印の鉄筋の重ね継手の

異形鉄筋 丸　鋼

間隔 間隔

あき あき
ｄ０ ｄ０ ｄ ｄ

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）

所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合

補強筋
但し　≦φの場合

　　　＞φの場合は工事監理者の指示による

ＨＯＯＰ＠１５０ ＨＯＯＰ＠１５０

5
0

φ

基礎下端

コンクリ－ト止め板

φ

1
5
0

150

４５°

3-D16

１
．
５
φ

φ

基礎下端

Ｌ
２ Ｌ

２

杭　　　径

補　強　筋

ＨＯＯＰ

３００φ、３５０φ

６－Ｄ１３ ８－Ｄ１３

４００φ ４５０φ

１０－Ｄ１３

Ｄ１０－＠１５０

８－Ｄ１６

５００φ ６００φ

１０－Ｄ１６

８
０

０
～

１
０

０
０

１
０

０
以

上

余
長

コ
ン

ク
リ

－
ト はつり部分

へりあき２００以上

φ

杭
主

筋
４

０
ｄ

杭間隔は ２×φかつφ＋ １０００以上
φ

ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接

１０ｄ又は重ね継手４０ｄ

スペ－サ－

フラットバ－＠３，０００

（各４ヶ所）

主筋のかぶりは

１００以上とする

4
5
d

重
ね

継
手

CL

４５°

b a b

d D

捨てフ－プD1 ベ－ス筋

ａ＝Ｄ１　

主筋間隔は２００以下

ｂの範囲

主筋間隔の１．５倍かつ

３００以下

＋２ｄの範囲

CL

３－Ｄ１３斜め筋 以上

２
０
ｄ
以

上

２
０
ｄ
以

上

余長４ｄ

かぶり厚さ

C LC L

４０ｄ　　（片側）２０ｄ　（両側）
4
0

7
0

1

1

a

2

　　但し上筋と下筋を読みかえる

２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

３．②の鉄筋はＤ１３以上

４．埋戻し土のある場合は４０を７０とするＬ２

≧
１
５
ｄ

ｏ
ｒ
Ｌ
３

Ｌ
２

２－Ｄ１６以上

Ｈ

※ ※ ※

※
※
※

300

Ｌ
１

Ｌ１

Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ
２

3
-
D
1
3

４５°～６０°

Ｗ１

W1

梁
幅

15d 15d

o/2

o

o/4

（継手範囲）

o/4

Ｌ２ Ｌ２

Ｌ１

Ｌ２

Ｌ
２Ｌ

２

※

※

20d 20d

o

o/2o/4 o/4

15d 15d

※

※

Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ２

Ｌ
２ Ｌ１

根巻形
鉄骨柱Ｄ

ＨＯＯＰ　２－Ｄ１３以上

鉄骨柱Ｄ

H
O
O
P
 
@
1
0
0

３０～５０

B.P

１５０以上

Ｌ
１

主筋

主筋

Ｄ：１５０を越える場合
ハンチ ハンチ梁幅

２－Ｄ　　※｛

６～８

1

柱

※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる

｝
　
※

２
－
Ｄ

ハ
ン
チ

梁
幅

イ

D

8
d

8
d

の拡大図イ

標
準
１
０
０

０

ｈ
　
／

４
０

０
０

ｈ
　
／
２

ｈ
　

／
４

ｈ
　
／

４
０

０
０

ｈ
　
／
２

ｈ
　

／
４

０

０

ｈ
　

／
２
＋
１
５
ｄ

４
０
０
以
上

４
０
０
以
上

ｈ
　

ｈ
　
／

２
＋
１
５
ｄ

ｈ
　

ｈ
　

１５０以上

重ね継手

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ１

圧接継手

継手の好ましい位置

設
計
ピ
ッ
チ
以
下

Ｄ

１５０以下

１５０以下

〃

P

第１帯筋

P

１２ｄ

とする

末端部の添巻は１．５巻以上

Ｌ

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

Ｌ

○　柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 ○　柱幅と斜材幅が異なる ○　柱脚で斜材となる

１
．

５
Ｄ

１
．

５
Ｄ

梁
　

Ｄ

柱　Ｄ

P

P

P

P

P

P

１

１

１

１

柱　Ｄ柱　Ｄ

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

注　１．１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか，又はダブル巻きとし＠１００以下とする

注　２．　　の鉄筋は２－Ｄ１３かつ，２本の一段太い鉄筋とする１

１５ｄ

１
２

ｄ

１
２

ｄ

２１～３６

１８以下

２１～３６

１８以下

地中梁の主筋と頭付スタッド

による、おさまりに注意する

（基礎梁のある側）（基礎梁のない側）

埋込形

注１
１２５以上

地
中

梁

埋
込

み
長

さ
ｈ

ＨＯＯＰ　２－D１３以上

ＨＯＯＰ
２－D１３以上

H
O
O
P

@
1
5
0

Ｌ下端

４０ｄ以上

１２５以上
フック付

Ｌは中間部５０ｄかつ３００以上

L１

6
d

4d

6
d

１３５°

５ｄ以上

１０ｄ以上

Ｌは５０ｄ以上かつ３０ｃｍ以上とする6
d

8
d

第１帯筋

ﾊﾟﾈﾙ部分は
0.2％以上とする

※一般のあばら筋と同様

のものを２本束ねる

ｄ…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径　　Ｄ…部材の成　　Ｒ…直径

上記以外の鉄

鉄筋の種類

ＳＲ２３５

鉄筋の余長

５００＜Ｈ≦１０００

D以上

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）

注　１．第１帯筋は、梁づらに入れる

注　２．Ｗ型で現場溶接をする場合は

　　　　主筋の位置をさける

注　３．フックおよび継手の位置は、

　　　　交互とする

5d
2d 2d

は片面溶接１０ｄ
両面溶接５ｄ以上

（５）　絞り
（６）二段筋の保持

Ｄ

帯筋より１サイズ太く

又は同サイズ２本

ｅ ｅ

６ｄ

６ｄ

６ｄ

１
０
０

１
０

０

ｅ≦Ｄ／６ ｅ＞Ｄ／６
６φ－＠１０００ 4

d

ａ＝１．５×（呼び名の数値）

ａ
ａ

ａ

4
d

ａ

ａ ６φ－＠１０００

ａ

Ｄ

１５ｄ

４
０

０

Ｌ
２

Ｌ
１

ＳＤ２９５Ｂ，ＳＤ３４５

ＳＲ２３５，ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ，ＳＤ３４５

ＳＲ２３５，ＳＤ２９５Ａ

１６φ

Ｄ１６

１９φ

Ｄ１９

１６φ

Ｄ１６

１９φ～２５φ

Ｄ１９～Ｄ２５

２８φ～３２φ

Ｄ２９～Ｄ３８

以下

以上

以下

３ｄ以上

４ｄ以上

６ｄ以上

８ｄ以上

ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、

厚さが部分的に減少する箇所についても

最小かぶり厚さを確保する。

［注］（１）耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

　　　　　　３０ｍｍとすることができる。

　　　（２）耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

　　　　　　４０ｍｍとすることができる。

　　　（３）コンクリ－トの品質および施工方法に応じ、工事監理者の承認

　　　　　　を受けて４０ｍｍとすることができる。

　　　（４）軽量コンクリ－トの場合は、１０ｍｍ増しの値とする。

　　　（５）（　）内は仕上げがある場合。

土に接しない部分

土に接する部分

柱

耐力壁

はり

床スラブ

非耐力壁

屋根スラブ

ベ－ス下の施工を慎重にする
（注１　計算によらない場合である）

埋め込み長さｈ
鉄骨柱２D以上 地中梁下端筋

３０～５０

割裂防止用U字筋

地中梁上端筋

注）根巻形柱脚を

採用する場合

には耐力、変

注意して設計

形、性能などに

ついて十分に

されたもの。

主
筋

の
２

５
ｄ

か
つ

２
５

D以
上

又
は

計
算

上
必

要
な

長
さ

Ｌ下端B.P

上端筋継手範囲 下端筋継手範囲 上端筋継手範囲

柱頭補強かご鉄筋

L２
以

下

補強かご鉄筋

補強かご鉄筋

主筋と同経

鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄

筋並びにはりのせいが小さく、

設計応力に対して必要な定着長

さが不足するヶ所に付ける

※上端主筋の定着は、やむを得ない

場合、上向きとすることができる

※印筋はＤ１０－＠２００とする

の三角壁厚さは、２００以上又は地中梁幅とし、

Ｈ≦５００は※印筋は不用とする配筋は同厚の壁リストにならう

１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

４０ｄまたは　　
４０ｄフックつき

４０ｄフックつき

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）

上古田保育園

上古･Ｄ ０６
平成27年度　保育施設等長寿命化修繕工事（上古田保育園）

Ｌ＠…間隔　　ｒ…半径　　Ｃ…中心線　　　　　　…部材間の内法距離　　ｈ　…部材間の内法高さ



大梁ａ

b

c 片持梁の定着

（２）　大梁主筋の継手

（３）　あばら筋、腹筋、幅止めの配置

（４）　あばら筋の型

（５）　幅止め筋の本数、加工

小梁の定着

柱幅が大きい場合

（１）　定着

片持床スラブa

b 一般床スラブ

（２）　屋根スラブの補強

（３）　片持ちスラブ出隅部補強

（４）　床板開口部の補強

（５）　床板段差

（６）　土間コンクリ－ト

中央

端部

中央

端部

（７）　釜場

（８）　打継ぎ補強

（１）　定着および継手

部分スリットの場合

（２）　スリット部

手摺

パラペット

一般の場合 下部防水立上りのある場合

（３）　手摺、パラペット

（４）　コンクリ－トブロック帳壁

（１）　柱

（２）　梁

（１）　定着

（１）　設置可能範囲

（２）　鉄筋標準配筋

（３）　既製品 （使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

（１）　柱，梁 （２）　地中梁 （３）　床版，壁

（ダメ穴打継面について）

（開口の径５００程度の場合）

（設計図に記入のあるとき）

最上階

一般階

20d

ことを原則とする

Ｌ
２
＋

５
ｄ Ｌ２

o/4

斜めでもよい

下向きでもよい

斜めでもよい　

正
　
面

平　面

o/3215d

o

先端 端部

第１あばら筋は柱面より配筋する

（注、床版がない場合は１３５゜以上のフックとする）

６
ｄ

６
ｄ

bａ

　　　両側床版付（Ｔ型）梁でｃ又はｂとすることができる。

（ロ）フックの位置はａにあっては交互、ｂにあってはスラブ側とする。

幅止め筋

腹筋

Ｌ＝鉄骨コンクリ－ト構造配筋

15d （梁主筋を折り曲げるとき）

つりあげ筋

Ｌ２

Ｌ
２
＋

５
ｄ

Ｌ２＋５ｄ

Ｌ２＋５ｄ

Ｌ２

Ｌ２

CL

柱幅

Ｄ

１
５

０
以

上

フック付

Ｌ２がとれる場合でも柱中心線を

こえて中間折曲げテ－ル長１５０

以上又は１８０゜フック付とする

※

※

１５ｄ

CL

o/4 １５ｄ

２０ｄ

o/6

２０ｄ

o

B

B/1 2
B/1 2

２５ｄ

正　面

に必ず入れること。

θ＝４５゜

Ｌ２

25d

最終端

連続端

平面

を入れる

Ｌ１

Ｌ２

CL

o

o/4

は継手の好ま

しい位置

あばら筋

つりあげ筋

鉄筋か、又は、同サイズを２本巻きとする

４
ｄ

６
ｄ

６
ｄ

６
ｄ

８
ｄ

c d e

補強あばら筋は小梁主筋側

片
持

梁
筋

折
り
下

げ

４
ｄ

８
ｄ

4
d

４
ｄ

１
８

０
゜

曲
げ

　

D

幅止め筋

腹筋

Ｄ＜６００　不要

Ｌ２

60７５～１００

バ－サポ－ト

２５ｄ

上端筋

下端筋

短　辺　方　向

長　辺　方　向

短辺・長辺方向

標準継手位置

Ｂ

Ｂ

Ａ　Ｃ

継ぎ手位置は原則として下表による。

１
０

ｄ
以
上

Ｌ２
C A C

ABA

C A C

１０ｄかつ１５０以上

Ｄ１３
Ｌ２

１５ｄ

１５ｄ
肩筋Ｄ１３以上

×

/4× /4×

ｙ

/
4

ｙ
ｙ
/
4

L
3 注　　≧　　とする1 2 1 2

1
/
2

1
/
2

1/2

1

2

1

1/2

2

※

a　　補強筋は各３－Ｄ１３　又はスラブ主筋の同一

　　※の箇所（入隅）は各階補強するb

　　径で　　＝１，５００とし，上端筋の下に配筋する

Ｄ１３

L1

L
1

周　囲 斜　め

各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１９ 各２－Ｄ１６

各２－Ｄ１３

各１－Ｄ１３

床板厚さＤ

L
1

L1

L
1

L
1

2
L
1 Ｄ１３

Ｄ１３

L1

Ｄ１３

Ｄ１６

Ｄ
≦

Ｈ
≦

２
Ｄ

Ｄ
≦

Ｈ
≦

２
Ｄ

L1

Ｄ１３

L1

Ｄ

Ｄ

２Ｄ

D10-@150

L1

Ｄ
以

下
Ｄ

以
下

Ｄ

Ｄ

５００ ５００

２Ｄ

L1

H

２Ｄ

Ｄ１６

L1

５００ ５００

Ｄ１６

２Ｄ

軽作業の土間

間仕切壁との交差部

a

b

Ｄ１３

折　曲　Ｄ１０－＠２００

Ｄ１０－１５０＠

L1

L
1

D10-@200

６００

３００ ５０

D
D

Ｄ１３－２００＠ダブル

250
2-D16

2
0
0

１２００×６００以下 L1

2-D16

a 梁に b 柱に（平面図）

L
1

L
2

a
L
2

Ｌ
２
か
つ
中
心

線

を
越

え
る

１５０程度

L
2

L2

Ｄ１３

Ｄ１３

１０００

イ

イ

イ

Ｄ１０受筋

Ｄ１０受筋

Ｄ１３
１０００

Ｄ１３

ｃ 床に

d 壁と壁 （平面図）

シングル配筋 ダブル配筋

Ｄ１３

L2

L
2

L2 L2

L2

L2 L2 L2

L
2

L
2Ｄ１３ ２－Ｄ１３ ２－Ｄ１３

Ｄ

柱

ｔ

ｔは階高の１／１００程度

ＤＩＣ＠４００

Ｗｔ

Ｗ≦Ｄ／６、Ｗｔ／２かつ７㎝２５０ ２５０

Ｗ

L
2

Ｄ１３

Ｈ

Ｄ１０＠２００ダブル

Ｄ１３

１２０以上

１
０
０
以
上

１５０以上

（但し，Ｈ＞８００以上の場合，

設計図による）

L2L2 L2 L2

D13

H
L
1

１
０
０
以
下

L
2

Ｄ１０＠２００ダブル

Ｄ１０＠２００

L2L2 L2 L2

L
1

L
1

０
ｈ

　

Ｄ１３

L
2

L
1

L2

D13

D10@400D13

D10

D13 D13

D10@400 D10@400

D10@600

t
t

L
1

０
ｈ

　
ｈ

　

L
1

　　設計配筋間隔の１／２ピッチ　長さ２Ｌ１以上

　　無筋部分Ｄ１０－＠２００　長さ８００以上

　補強筋は，梁主筋の１段落し径（Ｄ１６

　あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

　腹筋Ｄ１０ピッチは、梁の腹筋と合せる

　Ｄ≧４００の場合は補強筋を３本とする。

　ａは１００～２００程度

　梁下端増打コンクリ－トの場合も上端

　増打コンクリ－ト補強と同様とする。

　ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。

　以上）とする

　とする
Ｄ１０

望ましい範囲

D/3 Ｄ

貫通孔が連続して間隔等が取れない

場合は設計者又は工事監理者と打合

せのこと。

梁端部（スパン　／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける
（φ１＋φ２）×３／２以上

φ１ φ２

o

o/4 o/4

300 a

D

3
0
0

a

φ≦Ｄ／３とする但し

折　筋

縦　筋

８０≦φ≦１００

折　筋

１００＜φ≦１５０

縦　筋

横　筋 横　筋

１５０＜φ≦２５０

斜　筋

縦　筋

　縦筋
上

下

φ φ φ

梁幅が４００を越える場合は

補強筋でＤ１３はＤ１６又は、

読みかえる

２－Ｄ１３は３－Ｄ１３と、各々

φ＞２５０

孔補強の有効範囲と

定着長さのとり方

※部分について計算で

確認された場合は右

記の位置、寸法によ

らなくて良い。

※

※

L2

L2

２
５
０
以
上

２
５
０
以
上

２φ ２φ

φ Ｄ４５

L
2

L
2

□リング型　　　□パイプ型　　　□金網型　　　□プレ－ト型

５０ ５０

５０

≧ Ｌ１

≧ Ｌ１

５
０

５
０

Ｌ
１

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

≧ Ｌ１

≧
Ｌ

１

≧
Ｌ

１

つりあげ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い

折曲げ起点は中心線をこえる

注、点線は下端筋の曲上げ定着

L２を示す

×印は幅止め筋

柱幅が大きくて、直線部だけで

（イ）原則としてａのフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁でｂ、

D10@600

　　標準図(1)の２-(3)による。

増打するときは事前に設計者、

及び工事監理者と打合せのこと

スリット部の鉄筋の被り厚さは

２（４）かぶり厚さの表、最小かぶ

り厚さ以上とする。

（出隅部分補強配筋）

周囲補強筋

斜め補強筋

孔と孔のへりあき１００以上

（出隅受け部配筋）

一般床版配力筋 出隅部

出隅受け部

注　　≧　　とする

補
強

筋
の
定

着

出隅部分の補強筋

２００＜Ｄ≦３００

１５０＜Ｄ≦２００

Ｄ≦１５０

注）設備の小開口が連続してあく場合

は縦、横、斜補強筋とは別に開口

によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

を開口をさけて補強する。

注）ｈｏ≦２５ｔかつ３５００以下とする。但し直交方向２５ｔ以内に壁，又は柱がある場合は除く

注）ｈはコンクリ－トブロック段数調節寸法とする。但し，２００≦ｈ≦４００

注）継手部は必ずモルタルをてん充すること

将来増築予定のコンクリ－ト増打ち部分は、

増築時の鉄筋継ぎ手工法を考慮して措置する

（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

Ｌ２かつ中心線を越える

１５０程度

一本目を配置する。

縦筋は、柱面に
横筋の配置は上下端とも

梁、又は床面に一段目を

配置する。

は壁配筋と同じ

スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がある場合

２

３－Ｄ１６ ４－Ｄ１６

Ａ＜５００

６－Ｄ１６

300 a

※

300 a

B

※

3
0
0

a

５００≦Ａ＜１０００１０００≦Ａ＜１５００

２－（２－Ｄ１３）

２－（２－Ｄ１３）

ＳＴ　２－Ｄ１３－１００＠

２－（２－Ｄ１３）

ＳＴ　２－Ｄ１３

２－（２－Ｄ１３）

４－（２－Ｄ１３）

ＳＴ　２－Ｄ１３－１００＠

ＳＴ　２－Ｄ１３

あ
ば

ら
補

強
筋

補強筋

あばら補強筋

補強筋

巾止メ筋 補強筋

ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。

印は補強筋

ハッチ部分の面積Ａ㎝

補強タテ筋

※柱と同径、同ピッチとする。９００≦Ｄ＜１２００

１２００≦Ｄ

２－Ｄ１０（９φ）　１段

４－Ｄ１０（９φ）　２段

Ｄ１０（９φ）＠３００以内

６００≦Ｄ＜９００

Ｄ１０（９φ）＠１０００ 以内で割り付ける

L０／４ L０／４

L０

DL０／４D L０／４

７．大梁、小梁、片持梁

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）

８．床　板

９．壁

１１．梁貫通孔補強

１０．柱、梁増打コンクリ－ト補強

１２．増築予定

管 　理 　建　築　士

ＴＩＴＬＥ

TEL (0265)79－0797 ・  FAX (0265)79－0533

一級建築士事務所登録
ＩＴＥＭＭＥＭＯＲＡＮＤＵＭ ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．ＤＲＡＷＩＮＧＣＨＥＣＫＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ

一 級 建 築 士 登 録

長野県　上伊那郡　箕輪町大字中曽根　297-2

第 1 6 8 0 4 5 号

伊　　藤 　　　智

07特Ⅱ~1
上伊Ｅ第6X093号

三日･Ｄ
H28.03鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）

０７

上古田保育園

平成27年度　保育施設等長寿命化修繕工事（上古田保育園）



（１）　材料及び検査

（２）　工作一般

（４）　溶接接合

（３）　高力ボルト接合

（２）　部分溶け込み溶接

（３）　完全溶け込み溶接

（４）　フレア－溶接

Ｋ型の場合

（５）　塗装

（１）　隅肉溶接

Ｂ．Ｈ方式

･ ･ 型

１．一般事項 ２．溶接規準図

ＢＯＸ型

（ａ）　構造設計仕様による

（ｂ）　適用範囲は，鋼材を用いる工事に適用し，かつ鋼材の厚さが４０㎜以下のものとする

（ｃ）　社内検査結果の検査報告書には，鉄骨の寸法，精度及びその他の結果を添付する

（ｂ）　鋼管部材の分岐継手の相貫切断は，鋼管自動切断機による

（ｃ）　高張力鋼のひずみきょう正は，冷間きょう正とする

（ａ）　本紙締めに使用するボルトと，仮締めボルトの併用はしてはならない

溶接技能者は施工する溶接に適応する （手溶接）又は JIS Z3841 （半自動溶接）の溶接

技術検定試験に合格し引続き，半年以上溶接に従事している者とする。

（ａ）　溶接技能者

（ｂ）　溶接機器

（ｃ）　溶接方法

JIS Z3801

（イ）　交流ア－ク溶接機　　　　　　　　　　（ニ）　炭酸ガスア－ク半自動溶接機３００Ａ～５００Ａ

（ロ）　ア－クエア－ガウジング機（直流）　　（ホ）　溶接電流を測定する電流計

（ハ）　サブマ－ジア－ク溶接機１式　　　　　（ヘ）　溶接棒乾燥器

セルフ（ノンガス）シ－ルドア－ク半自動溶接 （ＮＧＣ）　ア－クエア－ガウジング　（ＡＡＧ）

下向　Ｆ 立向　Ｖ 横向　Ｈ 上向　Ｏ

（ｄ）　溶接姿勢

（ロ）　完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

仮付不良 良 仮付不良 良

裏はつり側にする

仮付溶接

開先面

（ｅ）　組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

（イ）　仮付位置

（ｆ）　溶接施工

ｔ

（注）ｆ：余盛　Ｇ：ル－ト間隔　Ｒ：フェ－ス　Ｓ：脚長
（単位㎜）

（使用箇所に注意）

（平継手　Ｔ形継手）

1

2

3

4

5

6

7

8

但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする

ｔはｔ１，ｔ２の小なる方とする

余盛は（１＋０．１Ｓ）㎜以下とする

軸力が加わる場合のＳは母材と同

厚とすることが望ましい

ｔ

Ｓ ６ ７ １０ １２

７以下 ８～１０ １１～１３ １４～１６

ｔ≦１６

ｔ２

Ｓ

Ｓ ｔ１ Ｓ

溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

ｔ ｔ＞１６㎜

ｔ≦ｔ１

ｔ／４≦Ｓ≦１０㎜Ｄ１≧ｔ／３

＝６０θ

Ｇ＝０

ｔ１

Ｓ

Ｄ１

ｔ

Ｓ

Ｄ１

ｆ＝ｔ／４

溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

６＜ｔ＜１９㎜ｔ

両側に補強すみ肉溶接を付加する

両側に補強すみ肉溶接を付加する

両側に補強すみ肉溶接を付加する　ＡＡＧ

補強すみ肉溶接を付加する

ＡＡＧ（　）内はＧＣでＦ．Ｈの場合

Ｒ≦２

ｆ

ｆ

ｔ

Ｇ＝０～２（裏はつり後裏溶接）

θ
Ｇ

Ｒ≦２

ｆ

Ｌ

２５㎜以上

１６≦ｔ

１２≦ｔ＜１６

６≦ｔ＜１２

ｔ㎜

ｆ＝ｔ／４

溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

ＭＣ　ＮＧＣ ＧＣ

Ｇ ｔ１ Ｌ Ｇ ｔ１ Ｌ

５６６４５５６６４５

３５

３５ ９

９ ９

９ ８

８ ３５

３５ ９

６ ９

９ ８

８

θ θ

ｔ１

ｔ

ｆ＝ｔ／４

Ｔ形突合せ継手余盛り

のど厚ｔ㎜ 余盛の高さ㎜

ｔ≦４

４＜ｔ≦１２

１２＜ｔ≦１９

ｔ＞１９

ｔ ｔ≧１９

４

３

２

１

溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

＝４５（５５）θ

＝６０θ

＝６０θ

ｔ
２／３ｔ

１／３ｔ

ｆ

ｆ

Ｒ≦２

Ｇ＝０～２

θ=45

=45

ｆ≧０．５㎜（ただし，ｔ≧１５㎜

のとき４㎜とする）
ａ＞４㎜の場合

平継ぎ手で板厚が異なるとき

Ｒ≦２

（裏はつり後溶接） （裏はつり後溶接）

Ｇ＝０～２Ｇ＝０～２

ｔ１

ｆ

ｔ２

１
５

ａ

ｔ

溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

ｔ ６＜ｔ＜１９㎜

削り面

ｆ＝ｔ／４

ｔ

ｔ１

Ｌ
Ｇ

Ｌ

Ｒ≦２

ｆ

２５㎜以上

θ

溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

ｔ＞１９

１２≦ｔ≦１９

６＜ｔ＜１２

ｔ㎜

４５

３５

３５ ９

９

６ ６

９

９ ８

５

５ ４５

３５

３５ ９

６

６ ６

９

９ ８

５

５

θ Ｇ ｔ１ Ｌ θ Ｇ ｔ１ Ｌ

ＭＣ　ＮＧＣ ＧＣ

φ

Ｂ

ｔ

Ｓ

プレ－ト

θ

寸法（㎜）

φ Ｂ Ｓ

９

１３

１６

１９

２２

２５

７

８

９

１０

１１

１２

４

４．５

５

６

７

８

両側に補強すみ肉溶接を付加する

フレア－溶接長は、鋼板に接する全長とする

９㎜～１６㎜は１パス以上、１９㎜以上は２パス以上とする㎜

θ

θ溶接棒角度　は３０～４０とする

溶接記号番号を○中に記入のこと

平面詳細Ａ Ａ 断面図

内ダイヤフラム

根巻の場合

８０以下

及梁成が異なる場合

1

1

4

１
５

０
以
下

スカ－ラップ部分は

回し溶接する

φ＝２０

１
０

０
以
上

２
０
以
上

２０以上 ＡＡ

エンドタブが互に

あたらぬこと

内ダイヤフラムの場合は柱

の角のＲに接しないこと

断面4

4

但し梁成がＤ＝１５０㎜未満

ｒ
ｒ

スカ－ラップ

＝３０～３５

r10

r35

の場合のスカラップは

ｒ＝２０㎜とする

裏あて金

θ

θ

G

：開先角度

G：ルート間隔

（ニ）ノンスカラップ工法

をいためない様に，養生を行なう

一体とする設計仕様になっている部分は，塗装をしない

規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て，溶接監理者の確認を

励行し，部材に確認マ－クをつける

コンクリ－トに埋め込まれる部分及びコンクリ－トとの接触面で，コンクリ－トと

（ホ）　裏はつり

（へ）　現場溶接の開先面には，溶接に支障のない防錆材を塗布する。又，開先部

平面詳細

Ａ Ａ 断面図

1

1

1 4

1

4 ※

1

A

※

A

4

※

※

※

1

1

1

1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

スカ－ラップ部分は

回し溶接する

（通しダイヤフラムの場合）

内ダイヤフラム

ｔ

θ

ｔ＞柱フランジのプレ－ト厚

θ＝７５～１０５

は溶接と添板の内

側板に注意のこと

フランジが柱のＲに

接しないこと

１ ※

※
※

※

※

柱が途中で折れる場合

内ダイヤフラム

１ ※ ３ ５

２５以上かつ

7
7

7

7ガス抜き

t

はりフランジは、通しダイヤ

フラムの厚み（ｔ）の内部で溶接する事。

※7

大梁が斜めの場合

１ ※ ３ ５

※ ３ ５

※

※

4

２

２

２

１ ※ ３ ５

１ ※ ３ ５

鋼材の種類 溶接材料

YGW-11､15

YGW-18､19

YGA-50W､50P

JIS Z 3212､3214

YGW-11､15

YGW-18､19

YGA-50W､50P

40以下

40以下

350以下

250以下

350以下

350以下

40以下

30以下

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

1

7

4

4

4

7

4

4
4

4

3
3

3

4

4

44

1

1

JIS Z 3211､3212､3214

＜柱材料：BCR２９５、BCP３２５を使用する場合＞

ダイヤフラムは、SN４９０B・C、SM４９０同等以上の鋼材を使用する事。

ダイヤフラム厚は、接合する柱、梁の最大厚の１ｻｲｽﾞｱｯﾌﾟとする事。

鉄 骨 構 造 標 準 図

３５㎜以上
かつ２ｔ以上

エンドタブ

（イ）　エンドタブ

Ⅰ）　完全溶込み溶接，部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

　　　エンドタブを取り付ける

Ⅱ）　エンドタブの材質は，母材と同質とする

Ⅲ）　エンドタブの長さは，ＭＣ：３５㎜以上

　　　ＮＧＣ，ＧＣ：４０㎜以上とし特記のない場合は，

　　　溶接終了後，母材より１０㎜程度残し切断して，

　　　グラインダ－仕上げとする

Ⅳ）　プレス鋼板タブ，固形タブ使用については，資料を提出して設計者

　　　又は工事監理者の承認を得る

（ロ）　裏あて金

　　　材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で６㎜，半自動溶接で９㎜以上とする

（ハ）スカ－ラップ　半径は３０～３５㎜と,１０㎜のダブルア－ルとする

490N級鋼

400N級鋼

入熱(KJ／cm) ﾊﾟｽ温度差(℃)

鋼材種別による溶接条件

ア－ク手溶接　（ＭＣ）　　　　　　　　　　　　　　ガスシ－ルドア－ク半自動溶接　（ＧＣ）

（ａ）　鉄骨制作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

組立て溶接は溶接の始，終端，隅角部などの強度上，工作上，問題となり易い箇所は避ける

（１）

管 　理 　建　築　士

ＴＩＴＬＥ

TEL (0265)79－0797 ・  FAX (0265)79－0533

一級建築士事務所登録
ＩＴＥＭＭＥＭＯＲＡＮＤＵＭ ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．ＤＲＡＷＩＮＧＣＨＥＣＫＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ

一 級 建 築 士 登 録

長野県　上伊那郡　箕輪町大字中曽根　297-2

第 1 6 8 0 4 5 号
伊　　藤 　　　智

08特Ⅰ~1
上伊Ｅ第6X093号

H28.03鉄 骨 構 造 標 準 図 （１）
上古･Ｄ ０８

上古田保育園

平成27年度　保育施設等長寿命化修繕工事（上古田保育園）

ｔ＞１６ｍｍの場合の溶接は、　　　～　　　　とする。

ｔ＞１６ｍｍの場合の溶接は、　　　～　　　　とする。

ｔ＞１６ｍｍの場合の溶接は、　　　～　　　　とする。

ｔ＞１６ｍｍの場合の溶接は、　　　～　　　　とする。

ｔ＞１６ｍｍの場合の溶接は、　　　～　　　　とする。



（２）　ピン接合梁継手リスト

（３）　梁剛接合継手リスト

（４）　ハンチ部の継手 フランジ及びウエブ厚の差のある場合

、ボルト穴径・最小縁端距離（１）　ボルトピッチ（Ｐ）

（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）

（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）

（ＪＩＳ規格品とするＪＩＳＡ５５４０～５５４２１９８２）（６）　鉄筋ブレ－ス

（ａ）羽子板ボルト

羽子板ボルト 形鋼ブレ－ス

梁との溶接およびコネクタ－

受梁へのかかり寸法および端部処理

既製品面戸（鉄板） 折曲加工

あて板（鉄板） あて板（非金属）

補足受材

梁上通しの場合

梁上切断の場合

スラブ端部の補足材

（７）　デッキプレ－ト

（ｂ）　形鋼ブレ－ス

（５）　柱継手リスト

縦壁構法

横壁構法

□　挿入筋構法 □　スライド構法

□　カバ－プレ－ト構法□　ボルト止め構法

（８）　ＡＬＣ板取付要領

（床剛性を考慮する合成床，合成梁のときは構造図参照）

（ＪＩＳ１１９８）（９）　頭付きスタッド

（１０）　梁貫通補強

（１１）　その他

３．継手規準図、その他

Ｒ

（㎜）

呼　び
ボルト

穴　径

最　小　縁　端　距　離（ｅ） ピ　ッ　チ（Ｐ）

(1) (2) (3) の標準（２）（３） 最　小 標　準

40
50
55
60

60
60
60
70

26
28
30

40
40
45

50
55
60

34
38
44

M20
M22
M24

40 22 402818
22
24
26

M16

〔注〕（１）引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

　　　（２）せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

　　　（３）圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

1
1

1

10
ｅｅ ｅｅ

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（１）

Ｎ
（片側）

10 ｅｅ

ｅ
ｐ

ｅ

Ｎ

ＰＬ－（１）

TYPE-1 TYPE-2

符　号 タイプ 部　　　　材 ＰＬ－（１） ＰＬ－（２） Ｎ－径

ｅ ｅ
５

ｅｅ ｐ ｐ

ｅ
ｐ

ｅ
ｐ

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（３）

Ｎ２（片側）

Ｎ１（片側）

５

ｅ ｅｅ ｅ

ＰＬ－（３）

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（１）

注）端部をＢＨとする場合の部材は設計図による

ＰＬ－（１） ＰＬ－（２） ＰＬ－（３）

符　号 部　　　　材

フランジ ウエブ

Ｎ２－径Ｎ１－径

ハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図による

ハンチ端は避けた方がよい

Ｆｔ１

Ｆｔ１

Ｗｔ１ Ｗｔ２

Ｆｔ２

Ｆｔ２

Ｆｔ１－Ｆｔ２

Ｗｔ１－Ｗｔ２
≧１㎜　フィラプレ－ト併用のこと

リブプレ－ト

Ｂ１≦２５０ Ｂ１＝３００ Ｂ１＝３５０（４００）

Ｂ１ Ｂ１ Ｂ１

Ｂ２ Ｂ２ Ｂ２ Ｂ２ Ｂ２ Ｂ２

Ｐ
Ｌ
－
（
１
）

外
内

Ｐ
Ｌ
－

（
２
）

Ｎ１

Ｐ
Ｌ
－
（
１
）

外
内

Ｐ
Ｌ
－
（
２
）

Ｎ１

Ｐ
Ｌ
－
（
１
）

外
内

Ｐ
Ｌ
－
（
２
）

Ｎ１

ｅ
ｅ

ｅ
ｅ

ｐ
ｐ

ｐ
ｐ

Ｌ 1
0

ｅ
４
５

４
５

ｅ
ｅ

ｅ

Ｌ 1
0 ｅ

ｅ
ｅ

ｅ
ｐ

ｐ
ｐ

ｐ
ｐ

ｐ

Ｌ 1
0

４０ １５０ ４０ ７０１４０ ７０（９０） （９０）

Ｌ

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（３）ＰＬ－（２）

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（３）

Ｂ≦１５０ Ｂ≦３００

３５以上 ３５以上

Ｂタイプ Ｃタイプ

Ｐ
Ｌ

－
（
３
）

Ｐ
Ｌ

－
（

３
）

Ｌ

ｅ
ｐ

ｅ
ｅ

ｐ
ｅ

1
0

ｅ
ｐ

ｅ
ｅ

ｐ
ｅ

1
0

ｅｅ ｅ ｅｐｐ

Ｎ２Ｎ２

Ｐ
Ｌ
－
（

１
）

Ｐ
Ｌ
－
（
２

）
Ｐ

Ｌ
－

（
１

）

4

4

1

1

4

エ
レ
ク
シ
ョ
ン
ピ
－
ス

柱Ｄ＝２５０㎜

Ａタイプ使用は

以下とする

注）現場溶接は原則として超音波探傷試験を１００％行う

符　号 部　　　　材

フランジ ウエブ

Ｎ１－径 Ｎ２－径ＰＬ－（１） ＰＬ－（２） ＰＬ－（３）

ねじの呼び（ｄ）

最　　　　　大

最　　　　　小

軸径ｄ１

許容差＋０．－０．５㎜

取付ボルト穴径

調整ねじの長さ

はしあき（最小） （２）

（１）

（１）

切　板　製

平　鋼　製

へりあき

（最小）

へりあき

（最小）

板　　厚

板　　厚

S

R

t

t

e1

e2

e2

e3ボルト端から取付ボル

ト穴心のあき（最小）

溶接長さ（最小）

Ｂ１ Ｂ２

１５０

１７５

２００

２５０

３００

３５０

４００ １７０

１４０

１００

８０

７０

６０

１１０

１０．８１ １２．６５ １４．６５ １６．３３ １８．３３ ２０．３３ ２１．９９

１０．６４ １２．４６ １４．４６ １６．１１ １８．１１ ２０．１１ ２１．７７

１００ １１５ １２５ １４０ １５０ １６５ １７５

１３ １７ １７ ２１．５ ２１．５ ２３．５ ２１．５

３５ ４０ ４５ ５０ ５０ ５５ ５０

２２ ２８ ２８ ３４ ３４ ３８ ３８

19 25 25 32.5 32.5 37.5 37.5

４．５ ６ ６ ９ ９ ９ ９

４．５ ６ ６ ９ ９ ９ ９

47 52 59 66 66 73 70

40 50 55 60 75 85 85

Ｍ１２ Ｍ１４ Ｍ１６ Ｍ１８ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４

ねじの呼び

種　　　類

本　　　数

取付ボルト

（２）

1

Ｍ１２

1 1 1 1 1 2

Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２２Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２０

ＪＩＳ　Ｂ　１１８６　２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）　又は

ＪＩＳ　Ｂ　１１８０　中８ｇ　１０．９

注（１）ｅ１，ｅ２が確保されていれば形状は自由でよい

　（２）羽子板とガセットプレ－トの接合は表に示す取付ボルトを使用し，一面せん断（支圧）接合とする

符　号 部　　　　材 Ｎ－径ＰＬ－（１）

7

1 1

7

Ｓ

Ｓ

ｄ

ｄ

ｄ
１

ｄ
１

長さ

長さ

ｅ３

ｅ３

ｔ

ｔ

P

R R

ｅ１

ｅ１

ｅ１

ｅ
２

ｅ
２

ＰＬ－６

ＰＬ－（１）

１
５

３０

N

＝
＠
６
０
０

ＦＢ－６５×９　中ボルトＭ１６

ア－クスポット溶接

１６φ＝＠２００

水平ブレ－ス

ｅ≧３５㎜

1
５０－４００

ｅ ｅ ｅ

ｅｅ

ｅ

1

Ｌ形鋼
５０

５０ ３０

５０－４００
1 6

ＰＬ－５０×６

ｅ

３００以下

６００以下

1 1

1

５０－２００

ＰＬ－１．６

ＰＬ－１．６

ＰＬ－３．２

５０－４００ ５０－４００

ｅ

ｅ Ｌ－５０×５０×６＠≦６００

スライドハタ金物

シ－リング材

鉄筋９φ　　＝１０００ 鉄筋９φ　　＝５００

Ｌ－６５×６５×６以上 Ｌ－６５×６５×６以上

鉄骨梁

ＡＬＣ壁パネル ＡＬＣ壁パネル

ア 6受け金物

鉄骨梁

鉄骨梁 鉄骨梁

フックボルト１２φ フックボルト１２φ

ＡＬＣ壁パネル ＡＬＣ壁パネル

シ－リング材

シ－リング材 シ－リング材

ア 6タテカベプレ－ト

アカバ－プレ－ト 2.3

スタッド材の標準形状・寸法

ス　タ　ッ　ド　材

呼び名
軸径ｄ 頭径Ｄ 頭高さＴ 溶接後の長さＬ

φ１３㎜

φ１６㎜

φ１９㎜

φ２２㎜

㎜ ㎜ ㎜ ㎜

１３．０

１６．０

１９．０

２２．０ ３５．０

３２．０

２９．０

２２．０

２２．２ ３４．９

１９．０

１５．８

１２．７ ２５．４

３１．７

３１．７

　９．５

　９．５

　７．９

　７．９

１０．０

１０．０

１０．０

１０．０
５０，８０，１００，１３０

８０，１００，１３０

８０，１００，１３０，１５０

１００，１３０，１５０

　計算で確認された場合は下記の位置，寸法によらなくて良い。

　梁端部（スパンの　／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける

　φ≦０．４Ｄ

プレ－ト補強（片側又は両面） パイプとプレ－ト補強（片側）

パイプ補強（小径の場合）
リブプレ－ト補強

1 1

1

1

1

1
1

φ

１０ １０

φ

１０ １０
２φ

２
φ

φ

D

ｄ

Ｄ

形状

Ｔ

Ｌ

･ ･ ･ ･

鉄 骨 構 造 標 準 図 （２）
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上古田保育園

平成27年度　保育施設等長寿命化修繕工事（上古田保育園）
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乳児室

保育室A

沐浴室

給食室

便
所

保育室C

保育室B

便所

保育室E

事務室

保育室D

手洗

ﾌﾟﾚｲﾙｰﾑ

便
所
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道
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境
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線

隣地境界線

隣地境界線

隣地境界線

道
路

境
界

線

配  置  図    S=1/200

【倉庫】

上古田保育園　

平成27年度　保育施設等長寿命化修繕工事（上古田保育園）
上古･Ｄ １１

上古田保育園

％

％

％

％
坪

＝

＝

対象面積

㎡

＝ 坪）

）＝ （ ）＝（

㎡

＜

（ ）＝ 坪

㎡
坪 坪

坪

㎡

㎡㎡

）＝ （ ）＝（

許容

（

㎡

＜
許容

合　計申請以外の部分 建ぺい率　　・　　容積率

建築面積

延床面積

申請部分

階　別 申請以外の部分 計

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

申請部分

床面積建築面積

1

2

㎡

㎡

合　　計

1　階

1　階

㎡㎡ 敷地合計 ㎡ ㎡

保育園舎
申請

　748.15

23.03

21.20

727.90 668.60

20.25

倉庫

20.25

748.15 688.85

688.85

60

200

敷地面積 ㎡3､248.72

敷地全体　面　　積

建物　床面積

1/200

4､500

2､250

6､000

6､
20

0

2､250

10
､0

00

3､400

3､000500

2､000
1､500
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路
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線
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路
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線
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配　置　図　・面　積　表
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乳児室

沐浴室

給食室

保育室Ｂ

更衣室

保母室

保育室Ａ

ＷＣ

保育室Ｃ手洗場

テラス

通路

食品倉庫

調乳室 物入物入

ステージ
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押入

物入

物入

物入

物入
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廊　下

ﾎﾞｲﾗｰ室

物入

職員
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0
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50
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物入

物入

物入

H28.03

押入

改･縦樋

改･縦樋

改･縦樋

改･縦樋

塗装･縦樋

塗装･縦樋

塗装･縦樋

新･縦樋

新･縦樋

新･縦樋

新･縦樋

新･縦樋

新･縦樋

新･縦樋

新･縦樋

雨水排水以降－設備工事

改修　平  面  図 　   S=1/100

改修

新規・保護管ｶﾗ-VP125

Bﾀ

Bﾀ

Bﾀ

Bﾀ

Bﾀ

Bﾀ

Bﾀ

Bﾀ

Bﾀ

Cﾀ

Cﾀ

Cﾀ

Cﾀ

Cﾀ

Cﾀ

Cﾀ

新規 新規－横引き

新
規

鉄
骨
柱

　
3,
60

0

5,
40

0

90
0

90
0

新規鉄骨柱　4,500

新規鉄骨柱　4,500
新規鉄骨柱　4,500

新規

新規

新規 新規

新規 新規

新規
新規

1､
41

5

1､
41

5

1､
41

5

ｶﾗ-鉄板瓦棒葺き・心木なし

ｶﾗ-鉄板段葺き

耐酸被覆鋼板t-0.4・・谷ｺｲﾙ

屋根仕上げ

内樋仕上げ

ﾛ

ﾊ

ｲ

ﾎﾟﾘｶ-ﾎﾞﾈ-ﾄ製波板

外付け軒樋 c

現況　屋根・樋仕様

aﾀ

cﾀ

a

既製ｶﾗ-鉄板丸型軒とい　w75

既製ｶﾗ-鉄板竪とい　75Φ

ﾋﾞﾆ-ﾙﾊﾟｲﾌﾟ100Φ　保護管　125Φ

現況　外壁仕様

ニ

ホ

へ

外壁　ALC　t-50　　－特記なき外壁外壁仕上げ

窯業ｻｲﾃﾞｲﾝｸﾞ

屋根仕上げ

屋根仕上げ

内樋仕上げ

改修　屋根仕様

1

2

A

外付け軒樋 B

外付け軒樋

裏貼り－ﾎﾟﾘﾌｫ-ﾑ　t-4.0

水切り類－ｶﾗ-ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　t-0.4

ｶﾗ-ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板折版葺き　t-0.6×h66

耐酸被覆鋼板　t-0.4・・谷ｺｲﾙ同等品

屋根仕上げ ｶﾗ-ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板立平葺き　t-0.4

ｺﾞﾑｱｽｼ-ﾄ　t-1.0

ｶﾗ-ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板葺き　t-0.4

ﾗﾜﾝ合板　t-12・Ⅰ類

ﾗﾜﾝ合板　t-12・Ⅰ類

下部保護ﾊﾟｲﾌﾟ－改修塗装

下部－既製ｺﾝｸﾘ-ﾄ雨水桝300*300＋ｸﾞﾚ-ﾁﾝｸﾞT-2ﾀｲﾌﾟ

Bﾀ

Cﾀ

C

既製大型雨といw150・・ｴｱﾛｱｲｱﾝ折版150Ⅱ型同等品

既製大型雨とい・・ｶﾗ-ﾋﾞﾆ-ﾙﾊﾟｲﾌﾟ100Φ･KA-VU100同等品

既製住宅用雨とい・・ｼﾞｪｲｽｹｱw80　PJ70同等品

既製住宅用たてとい・・たてとい75Φ　KQ75　同等品

改修　屋根塗装仕様

ｶﾗ-鉄板瓦棒葺き 下地調整

下塗

上塗

汚れ付着物除去・高圧水洗浄

ｴﾎﾟｷｼ系さび止塗料

ｼﾘｺﾝ樹脂塗料

下地調整

下塗

上塗

改修　縦とい・ﾋﾞﾆ-ﾙﾊﾟｲﾌﾟ－VU100Φ　塗装仕様

汚れ付着物除去・目荒らし縦樋

ｳﾚﾀﾝ樹脂塗料

ｴﾎﾟｷｼ系ﾌﾟﾗｲﾏ-

下地調整

下塗

上塗

汚れ付着物除去・高圧水洗浄

ｴﾎﾟｷｼ系さび止塗料

鉄骨柱ほか

ﾌｯｿ樹脂塗料

6

改修　鉄部塗装仕様

下塗

上塗

ｴﾎﾟｷｼ系さび止塗料

新規　鉄部塗装仕様

鉄骨柱ほか

ﾌｯｿ樹脂塗料

7

外壁　ALC　t-50

改修　外壁　ALC　t-50　補修＋吹付け仕様

欠け部分ほか－専用補修材による補修

一部撤去　＋　新規・透湿防水ｼ-ﾄ貼り

高圧水洗浄

上塗・ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂

ｳﾚﾀﾝｼ-ﾘﾝｸﾞ 版間・基礎・軒天・開口部

外壁仕上げ 窯業ｻｲﾃﾞｲﾝｸﾞ ・・ﾓｴﾝｴｸｾﾗ-ﾄﾞ16･ﾗﾄﾞ-ﾚ　t-16　塗装品

透湿防水ｼ-ﾄ＋構造用合板t-12　　金具施行

改修　雪止仕様

雪止金物 雪止金物 ・・ｶﾌﾞﾄ羽根付雪止－66ﾊｾﾞ用同等品

専用取付金物使用　－ﾁﾄﾞﾘ配置　×　2列

水切りt-0.4 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙ-ﾌｨﾝｸﾞ940巻き

改修　屋根－外壁取合い部仕様

外壁　ALC　t-50

ﾗﾜﾝ合板t-12・Ⅰ類－H300

3

4

5 全面調査8

9

10

11

幕板・水切り共 一部－窯業ｻｲﾃﾞｲﾝｸﾞ

－一部ｶﾗ-鉄板段葺き－

ｺﾞﾑｱｽｼ-ﾄ　t-1.0　＋

山型雨押え－ｶﾗ-ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　t-0.42-山

改修　内樋部沈下防止柱衝撃緩衝仕様

衝撃緩衝材 12

巾木部

外壁－一部ALC　t-50新規

D　ﾀ

(新規)

(新規)

(新規)

(新規)

(改修)

1､塗装回数－－2回を原則とする　　2､取合い部・・必要に応じｼﾘｺﾝｼ-ﾘﾝｸﾞ15*15

改修　谷樋仕様

改修　樋仕様

取付金物・保護ﾊﾟｲﾌﾟ

平成27年度　保育施設等長寿命化修繕工事（上古田保育園）
上古･Ｄ １２

ｺﾝｸﾘ-ﾄｶｯﾀ-入・1､400×1､400

ｺﾝｸﾘ-ﾄｶｯﾀ-入・1､600×1､600
テラス床仕上げ

1､補修部分－ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ
2､既存部分－高圧洗浄
3､ｱｸﾘﾙ樹脂系塗床t-0.15

ｺﾝｸﾘ-ﾄｶｯﾀ-入・1､600×1､600
テラス床仕上げ

1､補修部分－ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ
2､既存部分－高圧洗浄
3､ｱｸﾘﾙ樹脂系塗床t-0.15

テラス床仕上げ
1､補修部分－ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ下地

12

12

12 12

12 12

12
12

2､磁器質100角床ﾀｲﾙ張－ﾏｯｸｽ･INAX同等品

改修　外壁仕様　－既存窯業系ｻｲﾃﾞｲﾝｸﾞ撤去後－

ｽ-ﾊﾟ-ﾙ-ﾌ66・ﾊｾﾞ　同等品

＊　ﾊﾝﾁﾝｸﾞ部

ｶﾊﾞ-・ｷｬｯﾁ工法

下塗・可とう型塗材　ｶﾊﾞ-・ｷｬｯﾁ工法以外の通常折版葺き工法

縦樋

縦樋

Bﾀ 既製大型雨とい・・ｶﾗ-ﾋﾞﾆ-ﾙﾊﾟｲﾌﾟ100Φ･KA-VU100同等品(新規)

下部保護ﾊﾟｲﾌﾟ・・ｶﾗ-ﾋﾞﾆ-ﾙﾊﾟｲﾌﾟ125Φ

縦樋

Bﾀ

撤去･縦樋

撤去･縦樋

撤去･縦樋

＊既設排水管に接続

1､撤去･既設縦樋

2､ｺﾝｸﾘ-ﾄ詰め

3､金ｺﾃ仕上げ

共通事項

撤去･縦樋

撤去･縦樋

D　ﾀ

D　ﾀ

D　ﾀ

VP･125Φ

保育室Ｄ

役物使用

Ⅰ

Ⅰ

1

1Ⅱ

Ⅱ

22Ⅱ Ⅱ

Ⅲ Ⅲ

保育室Ｅ

ﾗﾃﾘｱPU同等品完全防水防護ﾏｯﾄ　衝撃緩衝材　260Φ*H1800　

職員室先　2箇所　　　　　　　H210*上部200Φ・HL仕上げ

保育室先　6箇所　SUS304-t3.0*H100*上部200Φ・HL仕上げ
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上古田
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▽設計ＧＬ
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▽設計ＧＬ
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3,
30
5

35
0

▽設計ＧＬ

北 立 面 図　S=1/100

南 立 面 図　S=1/100

東 立 面 図　S=1/100

改修

立　面　図

既900

改1､000

壁立上り部－撤去

ｶﾗ-鉄板瓦棒葺き・心木なし

ｶﾗ-鉄板段葺き

耐酸被覆鋼板t-0.4・・谷ｺｲﾙ

屋根仕上げ

内樋仕上げ

ﾛ

ﾊ

ｲ

ﾎﾟﾘｶ-ﾎﾞﾈ-ﾄ製波板

外付け軒樋 c

現況　屋根・樋仕様

aﾀ

cﾀ

a

既製ｶﾗ-鉄板丸型軒とい　w75

既製ｶﾗ-鉄板竪とい　75Φ

ﾋﾞﾆ-ﾙﾊﾟｲﾌﾟ100Φ　保護管　125Φ

現況　外壁仕様

ニ

ホ

へ

外壁　ALC　t-50　　－特記なき外壁外壁仕上げ

ｶﾗ-ｱﾙﾐ笠木－W250

破線部

1

ホ

B

Bﾀ

B

化粧梁　H-300*150*6.5*9

支柱－STK400－73.6Φ＊3.2・2本既・鉄骨
6

Bﾀ

8

8

8

内樋一部撤去内樋一部撤去内樋一部撤去

12

7
□－125*125*4.5

12

7
□－125*125*4.5

梁型－ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t-6

目透し張　AEP塗装

B B B

Bﾀ Bﾀ Bﾀ

1
梁型－ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t-6

目透し張　AEP塗装

2 11

5

A

8

8

888

11

1 2 11

窯業ｻｲﾃﾞｲﾝｸﾞ

8
外壁　一部ALC　t-50　新規

9

ホ ホ ホ

窯業系ｻｲﾃﾞｲﾝｸﾞ

壁立上り部－撤去

破線部

窯業系ｻｲﾃﾞｲﾝｸﾞ

9
玄関開口部まで

Bﾀ

1 2 11

1 2 11
3 11

12

7
□－125*125*4.5

12

7

□－125*125*4.5 8

A

8

8 8 8 8 8
Cﾀ Cﾀ Cﾀ Cﾀ Cﾀ Cﾀ Cﾀ

C

C

CCC

C

5ﾛ 5ﾛ
1111

外壁　ALC　t-50取り替え
透湿防水ｼ-ﾄ下張

ﾛ ﾛ

ﾛ

ﾛ

5ﾛ

BﾀBﾀ

B B

5ﾛ

5ｲ

5ｲ

8

8 8 8

既存ｶﾞﾗｽﾊﾒ殺し－排煙用ｻｯｼに取り替え

FL-3mm　ｵﾍﾟﾚ-ﾀ-付
W850＊H530　3箇所

新規・幕板－ｶﾗ-ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　t-0.4

5,500 1,800 9,000 2,700 3,600 5,550

▽設計ＧＬ

西 立 面 図　S=1/100

現　況

ホ

ニ

ニ

ニ

5ﾛ

1 2 11

ﾛ

11

8
8

8

8
ニ 8

5ﾛ

ニ 8

Bﾀ Bﾀ Bﾀ
9

休憩室まで

A

5ﾛ

8

11 11

8

11

D　ﾀD　ﾀ

D　ﾀ

平成27年度　保育施設等長寿命化修繕工事（上古田保育園）
上古･Ｄ １３

屋根仕上げ

屋根仕上げ

内樋仕上げ

改修　屋根仕様

1

2

A

外付け軒樋 B

外付け軒樋

裏貼り－ﾎﾟﾘﾌｫ-ﾑ　t-4.0

水切り類－ｶﾗ-ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　t-0.4

ｶﾗ-ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板折版葺き　t-0.6×h66

耐酸被覆鋼板　t-0.4・・谷ｺｲﾙ同等品

屋根仕上げ ｶﾗ-ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板立平葺き　t-0.4

ｺﾞﾑｱｽｼ-ﾄ　t-1.0

ｶﾗ-ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板葺き　t-0.4

ﾗﾜﾝ合板　t-12・Ⅰ類

ﾗﾜﾝ合板　t-12・Ⅰ類

下部保護ﾊﾟｲﾌﾟ－改修塗装

下部－既製ｺﾝｸﾘ-ﾄ雨水桝300*300＋ｸﾞﾚ-ﾁﾝｸﾞT-2ﾀｲﾌﾟ

Bﾀ

Cﾀ

C

既製大型雨といw150・・ｴｱﾛｱｲｱﾝ折版150Ⅱ型同等品

既製大型雨とい・・ｶﾗ-ﾋﾞﾆ-ﾙﾊﾟｲﾌﾟ100Φ･KA-VU100同等品

既製住宅用雨とい・・ｼﾞｪｲｽｹｱw80　PJ70同等品

既製住宅用たてとい・・たてとい75Φ　KQ75　同等品

改修　屋根塗装仕様

ｶﾗ-鉄板瓦棒葺き 下地調整

下塗

上塗

汚れ付着物除去・高圧水洗浄

ｴﾎﾟｷｼ系さび止塗料

ｼﾘｺﾝ樹脂塗料

下地調整

下塗

上塗

改修　縦とい・ﾋﾞﾆ-ﾙﾊﾟｲﾌﾟ－VU100Φ　塗装仕様

汚れ付着物除去・目荒らし縦樋

ｳﾚﾀﾝ樹脂塗料

ｴﾎﾟｷｼ系ﾌﾟﾗｲﾏ-

下地調整

下塗

上塗

汚れ付着物除去・高圧水洗浄

ｴﾎﾟｷｼ系さび止塗料

鉄骨柱ほか

ﾌｯｿ樹脂塗料

6

改修　鉄部塗装仕様

下塗

上塗

ｴﾎﾟｷｼ系さび止塗料

新規　鉄部塗装仕様

鉄骨柱ほか

ﾌｯｿ樹脂塗料

7

外壁　ALC　t-50

改修　外壁　ALC　t-50　補修＋吹付け仕様

欠け部分ほか－専用補修材による補修

一部撤去　＋　新規・透湿防水ｼ-ﾄ貼り

高圧水洗浄

上塗・ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂

ｳﾚﾀﾝｼ-ﾘﾝｸﾞ 版間・基礎・軒天・開口部

外壁仕上げ 窯業ｻｲﾃﾞｲﾝｸﾞ ・・ﾓｴﾝｴｸｾﾗ-ﾄﾞ16･ﾗﾄﾞ-ﾚ　t-16　塗装品

透湿防水ｼ-ﾄ＋構造用合板t-12　　金具施行

改修　雪止仕様

雪止金物 雪止金物 ・・ｶﾌﾞﾄ羽根付雪止－66ﾊｾﾞ用同等品

専用取付金物使用　－ﾁﾄﾞﾘ配置　×　2列

水切りt-0.4 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙ-ﾌｨﾝｸﾞ940巻き

改修　屋根－外壁取合い部仕様

外壁　ALC　t-50

ﾗﾜﾝ合板t-12・Ⅰ類－H300

3

4

5 全面調査8

9

10

11

幕板・水切り共 一部－窯業ｻｲﾃﾞｲﾝｸﾞ

－一部ｶﾗ-鉄板段葺き－

ｺﾞﾑｱｽｼ-ﾄ　t-1.0　＋

山型雨押え－ｶﾗ-ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　t-0.42-山

改修　内樋部沈下防止柱衝撃緩衝仕様

衝撃緩衝材 12

巾木部

外壁－一部ALC　t-50新規

D　ﾀ

(新規)

(新規)

(新規)

(新規)

(改修)

1､塗装回数－－2回を原則とする　　2､取合い部・・必要に応じｼﾘｺﾝｼ-ﾘﾝｸﾞ15*15

改修　谷樋仕様

改修　樋仕様

取付金物・保護ﾊﾟｲﾌﾟ

改修　外壁仕様　－既存窯業系ｻｲﾃﾞｲﾝｸﾞ撤去後－

ｽ-ﾊﾟ-ﾙ-ﾌ66・ﾊｾﾞ　同等品

＊　ﾊﾝﾁﾝｸﾞ部

ｶﾊﾞ-・ｷｬｯﾁ工法

下塗・可とう型塗材　

ﾗﾃﾘｱPU同等品完全防水防護ﾏｯﾄ　衝撃緩衝材　260Φ*H1800　

ｶﾊﾞ-・ｷｬｯﾁ工法以外の通常折版葺き工法

縦樋

縦樋

Bﾀ 既製大型雨とい・・ｶﾗ-ﾋﾞﾆ-ﾙﾊﾟｲﾌﾟ100Φ･KA-VU100同等品(新規)

下部保護ﾊﾟｲﾌﾟ・・ｶﾗ-ﾋﾞﾆ-ﾙﾊﾟｲﾌﾟ125Φ

縦樋

＊既設排水管に接続

埋設部－建築工事

塗装

塗装

塗装

塗装 塗装

塗装

塗装

塗装

12

7

12

7

12

7

塗装

塗装

透湿防水ｼ-ﾄ下張

電気－架空引込み用ｱﾝｸﾞﾙ他

補強･再設置

ﾌｯｿ樹脂塗装

木造小屋組み改修範囲

ｶﾊﾞ-・ｷｬｯﾁ工法以外の通常折版葺き工法

職員室先　2箇所　　　　　　　H210*上部200Φ・HL仕上げ

保育室先　6箇所　SUS304-t3.0*H100*上部200Φ・HL仕上げ
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化粧梁　H-300*150*6.5*9

支柱－STK400－73.6Φ＊3.2・2本既・鉄骨

平成27年度　保育施設等長寿命化修繕工事（上古田保育園）
上古･Ｄ
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改2､200
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現況　軒天井仕様

軒天井仕上げ ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t-6　目透し　 E.P塗装Ⅰ

既存・ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t-6　目透し　

A.E.P塗装

汚れ付着物除去・清掃

改修　軒天井仕様

軒塗

軒改

A.E.P塗装

既存・ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　撤去

既存・軒天井用野縁組み補修

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t-6　目透し　

有孔ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　t-6　目透し　

ｱﾙﾐ枠天井点検口　450*450

改修　軒天井仕様

改修　軒　天　井　伏 図 　   S=1/100

改修　軒天井伏図
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外壁立上り水切

3方向－ 幕板水切塗装

3方向－ 雨押え水切
外壁立上り水切

雨押え水切
外壁立上り水切

2方向－

ﾛ
改修　屋根塗装 雨押え水切

外壁立上り水切
2方向－ 3方向－ 幕板水切塗装

内樋－ 上部水切塗装

改修　屋根塗装
3方向－ 幕板水切塗装
内樋－ 上部水切塗装

改修　屋根塗装
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4

新規鉄骨柱　4,500

新規鉄骨柱　4,500

新規鉄骨柱　4,500

新
規

鉄
骨

柱
　

3,
60

0

5,
40

0

90
0

90
0

化粧梁　H-300*150*6.5*9

支柱－STK400－73.6Φ＊3.2・2本既・鉄骨
6

改修　屋　根　伏 図

改修　屋　根　伏 図 　   S=1/100

ｶﾗ-鉄板瓦棒葺き・心木なし

ｶﾗ-鉄板段葺き

耐酸被覆鋼板t-0.4・・谷ｺｲﾙ

屋根仕上げ

内樋仕上げ

ﾛ

ﾊ

ｲ

ﾎﾟﾘｶ-ﾎﾞﾈ-ﾄ製波板

外付け軒樋 c

現況　屋根・樋仕様

aﾀ

cﾀ

a

既製ｶﾗ-鉄板丸型軒とい　w75

既製ｶﾗ-鉄板竪とい　75Φ

ﾋﾞﾆ-ﾙﾊﾟｲﾌﾟ100Φ　保護管　125Φ

現況　外壁仕様

ニ

ホ

外壁　ALC　t-50　　－特記なき外壁外壁仕上げ

窯業ｻｲﾃﾞｲﾝｸﾞ

5

10

5

5

5
5

10　1列

10　1列

5

5

ﾛ

B

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

内
樋

内
樋

平成27年度　保育施設等長寿命化修繕工事（上古田保育園）
上古･Ｄ １５

改2､200
10

0

既
90

0

木
製

小
屋

組
み

改
修

範
囲

通常折版葺き工法

通
常

折
版

葺
き

工
法

3
3

屋根仕上げ

屋根仕上げ

内樋仕上げ

改修　屋根仕様

1

2

A

外付け軒樋 B

外付け軒樋

裏貼り－ﾎﾟﾘﾌｫ-ﾑ　t-4.0

水切り類－ｶﾗ-ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　t-0.4

ｶﾗ-ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板折版葺き　t-0.6×h66

耐酸被覆鋼板　t-0.4・・谷ｺｲﾙ同等品

屋根仕上げ ｶﾗ-ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板立平葺き　t-0.4

ｺﾞﾑｱｽｼ-ﾄ　t-1.0

ｶﾗ-ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板葺き　t-0.4

ﾗﾜﾝ合板　t-12・Ⅰ類

ﾗﾜﾝ合板　t-12・Ⅰ類

下部保護ﾊﾟｲﾌﾟ－改修塗装

下部－既製ｺﾝｸﾘ-ﾄ雨水桝300*300＋ｸﾞﾚ-ﾁﾝｸﾞT-2ﾀｲﾌﾟ

Bﾀ

Cﾀ

C

既製大型雨といw150・・ｴｱﾛｱｲｱﾝ折版150Ⅱ型同等品

既製大型雨とい・・ｶﾗ-ﾋﾞﾆ-ﾙﾊﾟｲﾌﾟ100Φ･KA-VU100同等品

既製住宅用雨とい・・ｼﾞｪｲｽｹｱw80　PJ70同等品

既製住宅用たてとい・・たてとい75Φ　KQ75　同等品

改修　屋根塗装仕様

ｶﾗ-鉄板瓦棒葺き 下地調整

下塗

上塗

汚れ付着物除去・高圧水洗浄

ｴﾎﾟｷｼ系さび止塗料

ｼﾘｺﾝ樹脂塗料

下地調整

下塗

上塗

改修　縦とい・ﾋﾞﾆ-ﾙﾊﾟｲﾌﾟ－VU100Φ　塗装仕様

汚れ付着物除去・目荒らし縦樋

ｳﾚﾀﾝ樹脂塗料

ｴﾎﾟｷｼ系ﾌﾟﾗｲﾏ-

下地調整

下塗

上塗

汚れ付着物除去・高圧水洗浄

ｴﾎﾟｷｼ系さび止塗料

鉄骨柱ほか

ﾌｯｿ樹脂塗料

6

改修　鉄部塗装仕様

下塗

上塗

ｴﾎﾟｷｼ系さび止塗料

新規　鉄部塗装仕様

鉄骨柱ほか

ﾌｯｿ樹脂塗料

7

外壁　ALC　t-50

改修　外壁　ALC　t-50　補修＋吹付け仕様

欠け部分ほか－専用補修材による補修

一部撤去　＋　新規・透湿防水ｼ-ﾄ貼り

高圧水洗浄

上塗・ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂

ｳﾚﾀﾝｼ-ﾘﾝｸﾞ 版間・基礎・軒天・開口部

外壁仕上げ 窯業ｻｲﾃﾞｲﾝｸﾞ・・ﾓｴﾝｴｸｾﾗ-ﾄﾞ16･ﾗﾄﾞ-ﾚ　t-16　塗装品

透湿防水ｼ-ﾄ＋構造用合板t-12　　金具施行

改修　雪止仕様

雪止金物 雪止金物 ・・ｶﾌﾞﾄ羽根付雪止－66ﾊｾﾞ用同等品

専用取付金物使用　－ﾁﾄﾞﾘ配置　×　2列

水切りt-0.4 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙ-ﾌｨﾝｸﾞ940巻き

改修　屋根－外壁取合い部仕様

外壁　ALC　t-50

ﾗﾜﾝ合板t-12・Ⅰ類－H300

3

4

5 全面調査8

9

10

11

幕板・水切り共 一部－窯業ｻｲﾃﾞｲﾝｸﾞ

－一部ｶﾗ-鉄板段葺き－

ｺﾞﾑｱｽｼ-ﾄ　t-1.0　＋

山型雨押え－ｶﾗ-ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　t-0.42-山

改修　内樋部沈下防止柱衝撃緩衝仕様

衝撃緩衝材 12

巾木部

外壁－一部ALC　t-50新規

D　ﾀ

(新規)

(新規)

(新規)

(新規)

(改修)

1､塗装回数－－2回を原則とする　　2､取合い部・・必要に応じｼﾘｺﾝｼ-ﾘﾝｸﾞ15*15

改修　谷樋仕様

改修　樋仕様

取付金物・保護ﾊﾟｲﾌﾟ

改修　外壁仕様　－既存窯業系ｻｲﾃﾞｲﾝｸﾞ撤去後－

ｽ-ﾊﾟ-ﾙ-ﾌ66・ﾊｾﾞ　同等品

＊　ﾊﾝﾁﾝｸﾞ部

ｶﾊﾞ-・ｷｬｯﾁ工法

下塗・可とう型塗材　ｶﾊﾞ-・ｷｬｯﾁ工法以外の通常折版葺き工法

縦樋

縦樋

Bﾀ 既製大型雨とい・・ｶﾗ-ﾋﾞﾆ-ﾙﾊﾟｲﾌﾟ100Φ･KA-VU100同等品(新規)

下部保護ﾊﾟｲﾌﾟ・・ｶﾗ-ﾋﾞﾆ-ﾙﾊﾟｲﾌﾟ125Φ

縦樋

＊既設排水管に接続 ﾗﾃﾘｱPU同等品完全防水防護ﾏｯﾄ　衝撃緩衝材　260Φ*H1800　

職員室先　2箇所　　　　　　　H210*上部200Φ・HL仕上げ

保育室先　6箇所　SUS304-t3.0*H100*上部200Φ・HL仕上げ
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一 級 建 築 士 登 録

1:100
長野県　上伊那郡　箕輪町大字中曽根　297-2

第 1 6 8 0 4 5 号
伊　　藤 　　　智

16礎古~1
上伊Ｅ第6X093号

上古田

H28.03平成27年度　保育施設等長寿命化修繕工事（上古田保育園）
上古･Ｄ
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60
0

5,
40
0
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新規鉄骨柱　4,500 新規鉄骨柱　4,500 新規鉄骨柱　4,500

1､
41

5

1､
41

5

1､
41

5

テラス床仕上げ

1､補修部分－ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ
2､既存部分－高圧洗浄
3､ｱｸﾘﾙ樹脂系塗床t-0.15

テラス床仕上げ
1､補修部分－ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ下地
2､磁器質100角床ﾀｲﾙ張－ﾏｯｸｽ･INAX同等品

テラス

3,600 3,6002,700

24,300
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900
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B

2,
70

0
1,

80
0

5,
50

0
3,

50
0

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

鉄　　筋
SD295A

SD345

コンクリ－ト

鉄　　　骨

捨てコンクリ－ト　　Fc15

D19～

SS400 （小梁等鋼材)

H.T.B　 S10T(トルクコントロ－ル法)

制作工場　　設計事務所の認める工場

錆び止め塗装　JIS K5621２種２回塗り

基礎コンクリ－ト　　Fc24 （設計Fc21）

STKR400 （コラム材）

SS400   （大梁鋼材)

SS400  （D.PL,B.PL)

A.B.T　 ABR400(間柱はSS400)

使　用　材　料

Ｃ１・Ｃ２柱用　  基礎伏図　1:100

Ｆ１

Ｆ１

Ｆ２

Ｆ２

Ｆ２

Ｆ２

Ｆ２ Ｆ２

Ｆ１・Ｆ２  基礎詳細図 　1:30

土間ｺﾝｸﾘ-ﾄ　　　　　　t120　鉄筋D10 縦横共　＠200 ＠200

改修
基礎伏図

基礎詳細図 １６

ｺﾝｸﾘ-ﾄｶｯﾀ-入・1､400×1､400－2箇所

ｺﾝｸﾘ-ﾄｶｯﾀ-入・1､600×1､600－6箇所

D10　～　D16

A3ｻｲｽﾞ-1/200

1:30

6-D13

H00P　D10 ＠150

主筋　D16-4

差し筋ｱﾝｶ-　D10
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長野県　上伊那郡　箕輪町大字中曽根　297-2

第 1 6 8 0 4 5 号
伊　　藤 　　　智

17鉄古~1
上伊Ｅ第6X093号

上古田

H28.03
改修

平成27年度　保育施設等長寿命化修繕工事（上古田保育園）
上古･Ｄ

▽設計ＧＬ10
0 ▽BL

▽職員室先　鉄骨梁天端　3､505

 3
,4

05

▽職員室木製　桁･梁天端　3､655

15
0

新規･木製　敷桁・梁120*150

 3
,6

55

Ｃ１ Ｃ１Ｃ１

▽設計ＧＬ10
0 ▽BL

新規･ﾚﾍﾞﾙ調整･木製－105*105～50

▽保育室先　鉄骨梁天端　3､085
▽保育室先　木製敷桁天端　3､190

10
5

乳児室保育室D職員室

900 900 900 3,600

保育室

1､415

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２

4､500

Y3

100

Y4X6

X10

鉄骨リスト・詳細図

鉄　　筋
SD295A

SD345

コンクリ－ト

鉄　　　骨

捨てコンクリ－ト　　Fc15

D19～

SS400 （小梁等鋼材)

H.T.B　 S10T(トルクコントロ－ル法)

制作工場　　設計事務所の認める工場

錆び止め塗装　JIS K5621２種２回塗り

基礎コンクリ－ト　　Fc24 （設計Fc21）

STKR400 （コラム材）

SS400   （大梁鋼材)

SS400  （D.PL,B.PL)

A.B.T　 ABR400(間柱はSS400)

使　用　材　料

ＲＧ１

ＲＧ２

M20(ABR400)-4 L=500

50 50
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0
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0

Ｃ１ Ｃ２

ﾛ-125x125x 4.5(STKR400)
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ＲＧ２

225
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5

1:30

職員室先　鉄骨詳細図　1.30

保育室先　鉄骨詳細図　1.30

鉄骨リスト

１７

符　号

部　材

フランジ

ウェブ

継　手

A.BOLT

B.PL

部　材

断面形状

符　号

H-200x100x5.5x 8

D10　～　D16

 2
,9
85

 3
,1

90

A3ｻｲｽﾞ-1/60

PL-25x325x325(SS400)
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一 級 建 築 士 登 録

1:100
長野県　上伊那郡　箕輪町大字中曽根　297-2

第 1 6 8 0 4 5 号
伊　　藤 　　　智

18小屋~2
上伊Ｅ第6X093号

上古田

A3ｻｲｽﾞ-1/200

H28.03

上古田保育園　

平成27年度　保育施設等長寿命化修繕工事（上古田保育園）
上古･Ｄ １８

改修　小　屋　伏 図 　   S=1/100

改修　小　屋　伏 図

通常工法　　t-0.6×h66

カラ－ガルバリウム鋼板折版葺き

ﾗﾜﾝ合板　　　(ﾀｲﾌﾟⅠ)t=12

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙ-ﾌｨﾝｸﾞ940

母　屋　　　105×105 ＠900

小屋束　　　105×105 ＠900

野地受　　　45×36　＠450

棟　木　　　120×150

隅　木　　　120×120

隅　木　　　120×120

敷　梁　　　120×120

垂　木　　　60×120 ＠900

振れ止　　　33×105

新規・屋根－小屋ﾘｽﾄ

棟
木

垂木　60×60 ＠450

垂木掛け　　105/2×105

既存小屋組み材

ﾎﾞﾙﾄ13Φ締め火打ち梁　　120×120



ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．ＭＥＭＯＲＡＮＤＵＭ ＴＩＴＬＥ ＩＴＥＭ ＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ ＣＨＥＣＫ ＤＲＡＷＩＮＧ 一級建築士事務所登録
一 級 建 築 士 登 録 第 1 6 8 0 4 5 号

伊　　藤 　　　智管 　理 　建　築　士

上伊E　第 6X093号

長野県上伊那郡箕輪町大字中曽根297-2
TEL (0265)79－0797・FAX (0265)79－0533

2　-250*50*50*3.2

ﾃﾗｽ
保育室 廊　下
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2､000 1､800 1､800 1､800
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　２　再生資源の利用促進

　５　弁及び栓

２９　管の圧力又は満水試験

３０　溶接部の非破壊検査

図中 特記による

３４　塗　　装

３３　は　つ　り

３２　防　　　錆

３１　機器の基礎

２８　貫通部の処理

２７　管の埋設表示

２６　管　の　埋　設

２５　管　の　保　護

２４　配　管　勾　配

２２　施工図等の取扱い

２１　他工事との取合い

機械設備特記仕様書
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換気設備
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１３　技能士の適用

工　　　　　　事　　　　　　種　　　　　　別建　物　別
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○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

　　　　　　対　象　部　分：

方　法　及　び　種　別 設　　　　　　備　　　　　　概　　　　　　要

２．建　物　概　要

年　　 月　　 日

図　　　　面　　　　名　　　　称

項　　　　　目 特　　　　　　　　記　　　　　　　　事　　　　　　　　項

２．特　記　仕　様

一

般

共

通

事

項

・設けない　・設ける（・１号　・２号　・３号　・４号　・５号）

この工事に必要な工事用電力、用水、諸手続きなどの費用は請負者の負担とする。

（社）公共建築協会が実施

を省略することができる。ただし、同共通仕様書に規定される製作図、試験成績書等は除く。

使用する機材が設備機材等指定表による製造業者等のもの又は、「建築材料・設備機材等品質性

する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によって所要の品質・性能を有することの評価

を受けた材料・機材等によるほか、これらと同等のものとする。ただし、これらの同等のものと

能評価事業」によって所要の品質・性能を有することの評価を受けたものである場合は、公共住宅

建設工事共通仕様書総則編１．５．１．２の品質及び性能を有することの証明となる資料の提出

（別表）しゅん工時提出物（○印を付けたものを提出する。作成方法は長野県機械設備工事施工手引による。）

注） 完成図面の種類は、設計図面に準じて作成のこと。

（●印を付けたものを適用する。）

空　　　調　　　方　　　式

暖　　　房　　　方　　　式

換　　　気　　　方　　　式

給　　　水　　　方　　　式

排　　　水　　　方　　　式

消　火　設　備　の　種　別

ガ　　ス　　の　　種　　別

・温風暖房 ・温水暖房

・局所換気

・水道直結式　　　・加圧式　　　　　・高置タンク式（・上水　・井水）

し尿浄化槽　　　　　（・合併　・単独　・併合）

放流先　　　　・公共下水　　　・　

・屋内消火栓設備 ・消火器

　年　　 月　　 日）

１０

．

．

．

・全熱交換器

○一式

暖　　冷　　房　　方　　式

１．共　通　仕　様　　設計図書及び特記仕様に記載のないものは、原則として次の仕様書等による。

屋　　　　　　　　　内

夏　季

冬　季

℃

％

℃

％

℃

％

℃

％

下表によるほか、耳ざわり音がないよう機種選定およびダクト消音対策を行う。

室　　　　　　　　名 Ａ　特　性　（ｄＢ） Ｎ　　Ｃ　　値

　　　　　　　　・外気取入れダクト　・空調機出口チャンバーの分岐ダクト）

区　　　　分 保　　　　温　　　　外　　　　装

倉庫・書庫

居室・廊下など

屋外露出、多湿箇所

（　　　　　　　）

・カラー亜鉛鉄板　　　　　　・　

・ステンレス鋼板　　　　　　・　

・アルミガラスクロス　　　　・　

・アルミガラスクロス　　　　・　

区　　　　分 保　　　　温　　　　外　　　　装

倉庫・書庫

屋外露出、多湿箇所

（　　　　　　　）

・ステンレス鋼板　　　　　　・　

・アルミガラスクロス　　　　・　

・アルミガラスクロス　　　　・　

居室・廊下など ・綿布　　　　　　　　　　　・　

・ステンレス鋼板　　　　　　・保温化粧ケース

・綿布　　　　　　　　　　　・保温化粧ケース

保　　　　温　　　　外　　　　装区　　　　分

屋　内　露　出

屋　外　露　出

機械室

機械室

　（・排水トラップ　・鉛管　・鋼管類　・ビニール管　・ドレーン管　・　　　　　　　　）

・ダクトの保温外装

・配管の保温外装

※配管には、冷媒管は除く。

・冷媒管の保温の外装は下記による。なお保温化粧ケースは塩化ビニール樹脂製とする。

・屋外露出部（給水管、冷温水管、膨脹管、冷水管、温水管、ドレーン管、消火管、排水管、

　（・屋内消火管　・水抜きできない管　・スプリンクラー配管　・　　　　　　　　　　　）

（１）各種配管の試験は、新設配管に適用する。

空

気

調

和

設

備

房

設

備

暖

房

設

備

℃℃ ℃ ℃

％ ％ ％ ％

冷

暖

換

気

設

備

継手類の種類は次による。

・換気用耐火二層管用継手　　　・換気用耐火二層管ＶＭ規格（２管路型）継手

排設

煙備

・亜鉛鉄板　・　

「建築設備定期検査業務指導書」（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。

・有り　　・無し

図示による

原則として金属管とする。なお、図示なき場合は、施工手引「施工１３８」による。

自御

動設

制備

衛

生

器

具

設

備

・洗流し便器　　　・サイホン便器　　　・サイホンゼット便器　　　・サイホンボルテックス便器

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・平付洗面器　　　・（　　　　　　　　　　　）

・壁付式（　・直付式　　・埋込式　）　　　・カウンター式

・台所用（　・シングルレバー式　　・２ハンドル式　）

・洗面所用（　・シングルレバー式　　・２ハンドル式　）

・洗面所用洗髪機能付（　・シングルレバー式　　・サーモスタット式　　・２ハンドル式　）

・浴室用（　・ミキシング式　　・サーモスタット式　　・２ハンドル式　）

・カウンター型（　・一般型　　・洗髪型　）

ＪＩＳ、ＪＶ、ＳＡＳ、ＪＷＷＡ

給

水

設

備

消設

給設

湯備

排設

水備

火備

ＪＩＳ又はＪＶ（・５Ｋ　　・１０Ｋ　（図示部分））

・図示の箇所に取付ける

ガ

ス

設

備

物

の

処

理

等

建

設

副

産

工　事　種　目

処理委託基本契約書」によること。

そ

の

他

・親メーター（・貸与品　・　　　　）

・要（・別途工事　・本工事）　・不要

・要（　　　　　　　　　　）　・不要

・別途（・５０ｋｇ　・　　　　）

・標準図の（・（ａ）　・（ｂ））による

・設置する（室名：　台所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（１）　章及び項目は○印の付いたものを適用する。

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１３

１２

１４

１５

３７　試　　験

３６　防　凍　保　温

　１　設計温湿度

　３　煤煙濃度計

　６　ダ　ク　ト

　７　風量測定口

　８　チャンバー

１０　防煙ダンパー

　１　管（ダクト）類

　４　足場・さん橋類

　５　実施工程表及び
施工計画書

　６　官公署への手続き

　７　被　害　届　等

　８　しゅん工時提出物

　９　残　土　処　理

燃焼器具用ガス

・化粧台型（　・一般型　　・洗髪型　）

ＭＢ内給水・給湯管

弁類）は電気ヒーター等の防凍対策を行う。なお、範囲及び施工方法は図示による。

外　　　気
一　般　系　統

（ＤＢ） 湿度温度 （ＲＨ） （ＲＨ）（ＤＢ）湿度温度（ＲＨ）湿度（ＤＢ）温度（ＲＨ）湿度（ＤＢ）温度

○

○

暖冷房設備

○ 暖房設備

○ 排煙設備

○ 自動制御設備

衛生器具設備

給水設備

給湯設備

消火設備

厨房機器設備○

ガス設備

○ し尿浄化槽設備

○ 実験実習器具設備

○ 給油設備

○一式

○一式

○一式

標準図（最新版）国土交通大臣官房官庁営繕部●機械設備工事標準仕様書

標準図（最新版）国土交通大臣官房官庁営繕部

本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のものとする。

製造業者等が定められている機材については、設備機材等指定表又は、

する場合は、監督職員の承諾を受ける。

機材の品質・性能証明

１　機　材　等

・　資格区分１　　・　資格区分２

・消火管で下記の部分は保温する。なお仕様は給水管の項による。

・圧力タンク、膨脹水槽、各種呼水槽等鋼板製水槽は保温する。なお仕様は各機器の項に準ずる。

・ステンレス鋼板製一体形タンクは保温する。なお、仕様は共通仕様書第５編１．４．２．５による。

・大便器は保温する。

・共同溝の保温種別　（・ピット内に準ずる　・　　　　　　　　　　）

弁類）は防凍保温を行い、厚さは管径２５ｍｍ 以下のものは５０ｍｍ、管径 ３２ｍｍ 以上のものは ４０ｍｍ とする。

・各種機器について図示電気ヒーター等の防凍対策を行う。（　　　　　　　　　　　　　　）

（２）新設配管は、既設配管の接続前に試験を行う。

・設ける　　・　

・設ける（測定口は８０φとする）　・　

・鋼板製（・３．２ｍｍ　・４．５ｍｍ）　　・ＳＵＳ３０４（・０．８ｍｍ・１．０ｍｍ）　・鋼管

・低圧ダクト　・高圧１ダクト　・高圧２ダクト

・アングルフランジ工法　　・スパイラルダクト

・コーナーボルト工法（・共板フランジ工法　・スライドオンフランジ工法）

取り付け箇所は（・図示した位置　　　・送風機吐出ダクト又は吸込ダクト

内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

取付部は下記による。なお、温度計は工業用バイメタル式温度計（目盛板外径１００φ）とする。

・冷凍機の冷水管（出入口側）及び冷却水管（出入口側）。

・直だき吸収冷温水機の冷温水管（出入口側）及び冷却水管（出入口側）。

・冷凍機の冷水管（出入口側）及び冷却水管（出入口側）。

示部は（・４０Ａ用　個　・１００Ａ用　個　・２５０Ａ用　個）附属とする。

管材は次による。

・建物排水用リサイクル発泡三層硬質　　　・鉄板スパイラルダクト　　・ステンレスダクト

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・天井取付（・スリット形　・スイング形）　・壁取付（・スリット形　・　　　　　）

・ワイヤー式　　・電気式（遠隔操作　　・不要　・要）　

・

１２０００

Ａ 工　事　概　要

１．工　事　場　所

３．工　事　種　目（●印を付けたものを適用する）

４．設　備　概　要（○印を付けたものを適用する）

５．指　定　部　分　　・無　　　　　　・有　（指定部分しゅん工期限　平成　

６．概　成　工　期　　　平成　　

Ｂ 図　面　目　録

図　　　　面　　　　名　　　　称

Ｃ 工　事　仕　様

１０　埋め戻し土・盛土

１１　主任技術者等の適用

１２　電気保安技術者

１４　資材の保管

１５　文字入名札等

１６　取扱説明板

１７　総　合　調　整

Ｎｏ． 　Ｎｏ．

○一式

○一式

○一式

○一式

・ＦＦ暖房 ・電気パネルヒーター

・建物内汚水、雑排水（・分流　・合流）

・建物外汚水、雑排水（・分流　・合流）

・共用廊下ＰＳ内部（給水管、冷温水管、膨脹管、冷水管、温水管、ドレーン管、消火管、排水管、

・標準図（・（ａ）　・（ｂ）　・（ｃ））による。

・ＡＢＣ粉末消火器　１０型

・標準図（・（ａ）　・（ｂ）　・（ｃ））による。

屋内

○一式

○一式

○一式

都市ガス（発熱量

○電気設備工事標準仕様書

計画と実施を提出すること。

（１）工事受注時　契約締結後１０日以内

（３）工事完了時　工事完了後１０日以内

建　物　名　称 構　造 階　数 延床面積（㎡） 棟　数 備　　考

屋外

○ ○一式

・液化石油ガス（発熱量　　　　　　Ｋｃａｌ／Ｋｇ）

M-01

M-02

M-03

・分離型　　　・便器一体型　　　・暖房便座

（２）

（１）

コンクリート内の鋼管、鉛管及び塩ビ管については、プラスチックテープを１／２重ね１回巻きと

上層階、屋上及び塔屋

は埋設標示ピンとする。また、施工上生じた分岐、曲がりの箇所についても同様とする。

抜取率　　　・共通仕様書による　　・　

検査の種類　・ＲＴ　　・ＰＴ又はＭＴ

　・重要機器　（・消火設備　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　）

一般機器・水槽

〈０．６〉

（０．６）

０．４

〈０．６〉

（１．０）

０．６

〈１．０〉

（１．５）

１．０

重要機器・水槽

（１．０）

０．６

〈１．０〉

〈１．０〉

（１．５）

１．０

〈１．５〉

１．５

（２．０）

・一般の施設（乙類）

一般機器・水槽

（１．０）

０．６

〈１．０〉

〈１．０〉

（１．５）

１．０

〈１．５〉

１．５

（２．０）

耐　震　安　全　性　の　分　類

重要機器・水槽

〈１．５〉

（１．０）

１．０

〈１．５〉

（１．５）

１．５

〈２．０〉

（２．０）

２．０

・特定の施設（・甲類　・乙類）

地下階、一階

中　間　階

設　置　場　所

　・重要水槽類（・　　　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　）

配管、ダクト、器具据え付けにともなうスリーブ、枠入れは本工事とし、他は工事区分表による。

吊金物は吊込み前に防錆塗料２回塗を行う。（但しステンレス製、亜鉛メッキ鋼棒をのぞく）

機　　　　　器 基　　　　　　礎

・　標準基礎　　　・　防振基礎

・　標準基礎　　　・　防振基礎

・　標準基礎　　　・　防振基礎

給水管、給湯管、冷温水管等の管、バルブ（グランド部を含む）、フランジ、可とう継手及び空

保温種別は下記による

揚水用ポンプ及び小型給水ポンプユニット

機器を含めた全系統の満水又は圧力試験を実施する。尚、試験方法については監督員と協議する。

営繕共通仕様書第２編２．８．１、施工手引第３章施工標準図によるほか充填箇所はシーリング

排水管は保温前に満水試験を、その他の管は保温前に圧力試験を実施する。また、機器取付後に

図示された屋外埋設管の分岐及び曲がりの箇所には、コンクリート製標柱を埋め込む。舗装部分

え付け又は取付を行うものとするが、前記指針の方法によらなくてもよい。

施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

する。また、コンクリート土間下配管は、鋼棒等により沈下防止措置をする。

土中埋設管（排水含む）は、管の上下をサンドクッション厚１００ｍｍで保護する。

給水管、消火管の埋設深さは ｍｍとする。又、ガス管の埋設深さは ｍｍとする。

排水管を除く管には、埋設表示用テープを設置する。

材によりシーリングする。 基礎・土間部分の貫通箇所は、防蟻コーキング処理を行う。（建築工事）

空調用ポンプ及びボイラー給水用ポンプ

遠心送風機

エポキシ樹脂コーティング及びライニングの乾燥方法は、（・常温乾燥　・加熱乾燥）による。

既存のコンクリート床及び壁の配管貫通部の穴明けは原則としてダイヤモンドカッターによる。

塗料はＪＩＳによる。　　ホルムアルデヒド放散量　・Ｆ☆☆☆☆　　・　

調ダクトのフランジは、建物内外共保温する。なお、保温端部はシーリング処理を行う。

３０ｍｍ 未満の箇所はすべて厚 ３０ｍｍ

（ただし、排水管は除く）

・膨張タンクよりボイラーへの補給水管の保温は膨張管の項による。

冷温水、冷水、温水、蒸気管　・　　　　　　　　　　　　・　

ダクト　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　・　

機器　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　・　

１８　定　期　報　告

１９　容量等の表示

２０　耐　震　措　置

各配管の保温厚で共通仕様書中厚 以上とする。

６００

給水管　　　　　　　　　　　・グラスウール保温材　　　・ポリスチレンフォーム保温材　　

排水管　　　　　　　　　　　・グラスウール保温材　　　・ポリスチレンフォーム保温材　　

○

○

○一式

○一式

○一式

●一式

●一式

●一式

、供給事業者名：都市ガス　）

２　監督員事務所

３　工事用電力・用水等

空気調和設備

●公共住宅建設工事共通仕様書（最新版）国土交通建設省住宅局住宅総合整備課

●長野県機械設備工事施工手引　　（最新版）長野県住宅部施設課

○建築工事共通仕様書　　　　　　（最新版）国土交通大臣官房官庁営繕部

（２）　特記事項のうち選択する事項は・印の付いたものを適用する。

２３　吊　金　物

３５　保温及び消音内貼り

　２　居室騒音限界

　４　ばいじん量測定口

　５　煙　　道

　９　ダクトの防漏策

１１　ピストンダンパー

１２　弁　　類

１３　温　度　計

１４　圧　力　計

１５　瞬間流量計

・排水管でピット内、共同溝内及び最下階の床下の下記の部分は保温する。

空気調和機、温風暖房機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音

内貼りしたチャンバーには点検口を設け、点検口の大きさは図示による。

外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは、雨水の滞留のないように施工する。

チャンバーの隅部、吹出口又は吸込口の取付用分岐ボックスの接続部及び隅部は、ハンダ付又は、

シーリング材を充填する。

復帰方式（・遠隔　・　　　　　）

定格入力は、ＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下とする。

復帰方式（・遠隔　・　　　　　）

ＪＩＳ又はＪＶ（・５Ｋ　　・１０Ｋ（図示部分））

・ボイラーの温水管（入口側）。

・温水発生機の温水管（出入口側）

・空気調和機の冷温水管（出入口側）及び三方弁装置後の冷温水管（返り）。

・冷温水ヘッダー（往）及び各返り管。

・熱交換器の温水管（出入口側）

・空気調和機（パッケージ形を含む）のサプライチャンバ、レタンダクト、外気取入れダクト及びレタンチャンバ。

・温風暖房機の吐出ダクト、レタンダクト、外気取入れダクト及びレタンチャンバ。

取付部は下記による。

・温水発生機の温水管（出入口側）

・直だき吸収冷温水機の冷温水管（出入口側）及び冷却水管（出入口側）。

・空気調和機の冷温水管（出入口側）。

・熱交換器の温水管（出入口側）。

ピトー管方式によるもので止水コック付とし、形式及び取付部は下記による。なお、着脱形の指

１６　油面制御装置

１７　絶縁フランジ

・硬質塩化ビニル管ＶＰ　　・硬質塩化ビニル管ＶＭ規格（２管路型）　　・塩化ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）

・換気用耐火二層管　　　・換気用耐火二層管ＶＭ規格（２管路型）　　　・フレキシブルダクト

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・厨房系統の排気用ダクトは、共通仕様書より１番手厚いものを使用する。

　４　手　洗　器

　２　継　手　類

　１　ダ　ク　ト

の構成・機能

　３　洗　面　器

　２　継　手　類

　３　量　水　器

　６　引込納付金

　１　充てん容器

　３　転倒防止等

　６　引込負担金

　２　消　火　器

　２　排煙口の形式

　３　排煙口開放装置

　４　排煙風量測定

　１　中央監視制御装置

　２　中央監視制御装置

　３　電　線　管

　２　便　　座

　１　便　　器

　５　湯水混合水栓

　６　洗面化粧ユニット

　７　大便器ロータンク

　８　水　　栓

　１　管　　類

　４　量　水　器　桝

　７　給　水　勾　配

　８　建物導入部配管

　１　洗面器等の排水管

　２　排　水　勾　配

　３　満水試験継手

　１　絶縁フランジ

　２　弁　　類

　１　屋内消火栓箱

　３　建物導入部配管

　２　集　合　装　置

　４　メ　ー　タ　ー

　５　ガス漏れ警報器

　７　緊急遮断弁等

　８　建物導入部配管

　１　産業廃棄物の取扱い

　２　工事カルテ作成と登録

　１　調　査　依　頼

　３　施工体制台帳等

　４　そ　の　他

・硬質塩化ビニル管継手　　・硬質塩化ビニル管ＶＭ規格（２管路型）　　・鉄板スパイラルダクト用継手

・水抜き装置付

・節水コマ　・固定コマ（　・寒冷地対応形　　・　　　　　　）

ＪＩＳ、ＪＷＷＡ、ＷＳＰ、ＰＷＡ、ＪＸＰＡ、ＪＰＢＡＰＡ

ＪＩＳ、ＪＷＷＡ、ＷＳＰ、ＰＷＡ、ＪＸＰＡ、ＪＰＢＡＰＡ、ＪＰＦ、ＳＡＳ、ＪＣＤＡ

・13mm電子式量水器(伸縮金具共)×１台 ( 買取り(５ビットLCV対応品))　　・既存品

・水道事業者指定品（　・貸与品　　・買取り　）　　・標準図ＭＣ形　　　・既存品

・水道直結部分（　・１０Ｋ　　・　　　　　）　　・その他の部分（　・５Ｋ　　・　　　）

・要（・本工事　・別途工事）　・不要

・水抜き栓の二次側は水抜きが確実にできること。

・標準図（・（ａ）　・（ｂ）　・（ｃ））による。

洗面器及び手洗器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。

屋内　・呼び径６５以下は１／５０以上、呼び径７５以上は１／１００以上　　屋外・１／１００以上

図示の箇所に取付ける。

・標準図による

１　複数のコンテナを設ける等、廃棄物の種類別に徹底した分別を行うこと。

２　産業廃棄物を委託処理する場合は、収集運搬業者及び処分業者とそれぞれ委託契約をすること。

３　委託契約書の書式は、（社）日本建設業団体連合会以下９団体により共同作成された「建設廃棄物

４　産業廃棄物管理票（マニフェスト）に必要な事項を記入し、運搬車両ごとに廃棄物とともに収集運

搬業者に渡すこと。

５　マニフェスト（Ａ,Ｂ２,Ｄ,Ｅ）はその都度又は処分終了後１０日以内に返送を受け、照合・確認のうえ

５年間保存すること。

１　再生資源利用促進計画

２　再生資源利用計画

計画と実施を提出すること。

３　「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」による届出を行うこと。

本工事について、公共工事労務費調査、資材調査、建設副産物実態調査等県から調査依頼があった場合は

これに協力する。

工事の請負額が５００万円以上の工事については、工事実績情報（工事カルテ）の登録をすること。

登録する場合は、内容について監督職員の承諾を受けた後、次に示す期間内に登録の手続きを行うとともに、

登録されたことを証明する資料を監督員に提出すること。

（２）登録内容の変更時　変更契約締結後１０日以内

施工体制台帳（下請契約台帳、再下請契約届出書及び施工体系図）を整備し、監督員の指示があった場合は

速やかに閲覧に供すること。

間は引渡日（概ね契約工事完了日＋１ヶ月）までとし、全保険料金を支払いの上その写しを県工事契約業務担

　請負者は、本工事の工事目的物、工事材料等について火災保険を掛けなければならない。また、保険加入期

当者まで提出すること。

なお、加入期間の開始を契約後１ヶ月以上遅らせる場合は、監督員に協議すること。

工事期間中、請負者の責任と負担により、労災保険に加入すること。

当工事は「長野県公共事業等環境配慮制度」の適用工事とする。

当工事は「建設部公共事業環境配慮指針」の適用工事とする。

１　提出書類等目録

２　完成図（製本Ａ２、Ａ３　２つ折り各１部）

３　完成図（マイクロフィルム）

４　保守管理手引

５　保全に関する説明書

６　工事完成資料

７　官公署届出書類等

８　工具・予備品等

９　工事関係資料等引渡書

　試運転用油等（　　　　）の納品書写

　その他監督員指示によるもの又は特記によるもの１１

　　　　　２～６階建以下の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合

　　　　　　は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階

２）

３） １００㎏以下の軽量な機器（共通仕様書の適用を受けるものは除く）においても耐震を考慮し据

設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

重要機器、重要水槽とは下記に示すものをいう。

（注）１．（　　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

　　　２．〈　　〉内の数値は水槽類に適用する。

　　　３．上層階の定義は次による。

かって下り勾配とする。

・別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。　・本工事で負担する。

実施工程表及び施工計画書は、工事着手に先立ち速やかに提出する。

工事に必要な官公署などの手続きは、請負者が代行し速やかに行う。

暴力団関係者から工事妨害による被害を受けた場合は、被害届けを速やかに警察に提出すること。

共通仕様書によるほか別表による。

・構内敷ならし　　・構内指定場所にたい積　　・構外搬出適切処分

・根切中の良質土（ただし管の周囲は山砂、川砂又は再生砂）　・山砂の類

電気保安技術者を設置する。

・配管　　・冷凍空気調和機器　　・熱絶縁施工　　・建築板金

資材の保管は必ず屋根をかけ地上３０ｃｍ以上の架台に乗せる。

営繕共通仕様書第１編１．７．２によるほか、バルブ類等は必要に応じて合成樹脂製名札をステ

ンレス線等で取付ける。

機器等の取り扱い方法及び重要な定期点検項目等を書いた取扱説明板（アクリル樹脂製、文字彫

込み程度）を設ける。大きさは、約　　　　㎡とする。

・本工事（・風量調整　・水量調整　・室内外空気の温湿度測定　・室内気流及びじんあい測定

・騒音測定　・初期運転状態の記録）　・別途

・飲料水の水質の測定（・水質基準検査10項目(一般細菌､大腸菌､硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素､

塩化物ｲｵﾝ､有機物等(TOC)､pH､味､臭気､色度､濁度）　・トルエン）

飲料水の水質の測定は厚生労働大臣登録水質検査機関とする。

工事しゅん工後３ヶ月、１２ヶ月に点検をして、その結果を書面で住宅課長あて報告する。

（管理者からの聞き取り調査を含め、調査には必ず管理者の立会いを要する。）

機器類の能力、容量等は、表示された数値以上とする。

電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

耐震措置の計算及び施工方法は、次に掲げる事項以外、すべて「建築設備耐震設計・施工指針」

機器、配管、風道等は耐震を考慮し堅固にすえ付け、取付又は支持を行う。

（国土交省住宅局建築指導課監修１９９７年版）による。

設計用水平地震力は、機器の重量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効重量）

　に、次に示す地域係数及び設計用標準水平震度を乗じたものとする。地域係数は１．０とする。

　設計用標準水平震度

１）

・換気ダクトの保温要（保温厚ＧＷ２５ｍｍ）　　・範囲は図示による　・外壁から２ｍ

・排気ダクトの保温要（保温厚５０ｍｍ）　　　　・範囲は図示による　・外壁から２ｍ　

・台所に用いる排気ダクト（・断熱被覆　ＲＷ５０ｍｍ　・（財）日本消防設備安全センター

の消防防災用設備等の性能評定認定品　・自治体等の条例）

・外気取入れダクトの保温要（保温厚２５ｍｍ）　　・範囲は図示による　・すべて　

・還りダクトの保温要（保温厚２５ｍｍ）　　　　　・範囲は図示による　・　

・建物内の空気抜き管の保温は膨張管の項による。

・空気調和機、ファンコイルユニット、冷水及び冷温水のドレーン管の保温は排水管の項による。

・全熱交換器用ダクトの保温要（保温厚２５ｍｍ）　・範囲は図示による　・　

・冷凍機の冷水管（出口側）及び冷却水管（出口側）に（・固定形　・着脱形）を設ける。

・直だき吸収冷温水機の冷温水管（出口側）及び冷却水管（出口側）に（・固定形　・着脱形）を設ける。

・冷温水ヘッダーの（・各送り管　・各返り管）に（・固定形　・着脱形）を設ける。

・空気調和機の冷温水管（入口又は出口側）に（・固定形　・着脱形）を設ける。

制御盤には（・給油ポンプ制御　・満油警報　・遠隔警報　・電磁弁制御　・返油ポンプ制御

・減油警報　・　　　　　）の端子を設ける。なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線

は製造者の標準仕様とする。

・図示の箇所に取付ける。

給湯管　　　　　　　　　　　・ロックウール保温材　　　・グラスウール保温材　

給水、給湯、消火、冷温水、冷却水管は、図示による水抜きが確実にできるよう水抜き位置に向
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注）深さ・形状など完成図を基に作成してあるので

　　現地調査を行い施工すること
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